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日本イェイツ協会会則

1。 本会は日本イェイツ協会 (The	Yeats	Society	of	Japan)と:称する。

2.本会はわが国におけるイェイッの研究の促進を目的とし、あわせ

て海外の研究者との密接な連絡および協力をはかる。

特にアイルランドのイェイツ協会との緊密なる連繋を保つ。

3.本会は次の役員を設ける。

(1)会 長 	 一 名

(2)委	員			 若干名

4.会長は委員会の推薦により定め、委員は会員の選挙により定める。

5.委員会の推薦により顧間を置くことができる。

6.役員の任期は二年とし、重任をさまたげない。

7.委員会は会長をたすけ会務を行う。

8.本会は次の事業を行う。

(1)大会の開催

(2)研究発表会、および講演会の開催

(3)研究業績の刊行

(4)会報の発行

9・ 本会の経費は、会費その他の収入によって支弁する。

10.本会の会費は年額4000円 とする。

11。 本会に入会を希望するものは、申込書に会費をそえて申し込むこ

ととする。

12.本会は支部を置くことができる。

13.本会則の変更は委員会の議を経て大会によって決定する。



イェイツとユング

一 文学と心理学の接点―

渡 辺 淳 子

はじめに

イェイツは『善悪の観念』(1903)の中に収められたエッセイ「文学にみるケル ト

的要素」の中で「自然魔術」(natural	magic)に 触れ、これを世界の古代宗教、古代

の自然崇拝の本質をなすものとみなした。この「自然魔術」の英文学における源

泉の一つはケル トに発するとして、「文学はつねに古代の情熱や信念にみなぎって

いなければ、単なる事実の記録、または情熱の伴わない空想、情熱の伴わない瞑

想になりさがるであろう」σ酬 85)と述べている。彼は詩作と平行して生涯一

貫して魔術に対する関心を持ち続けたが、それは魔術が彼にとって象徴的世界を

開示するものと考えられたからに外ならない。

イェイツは若くして発表したエッセイ「魔術」(1901)の中で彼の象徴的世界観を

呈示した。即ち、(1)個人の精神の領域はたえず変化しており、多数の精神が流入

しあって一つの精神となること、(2)個人の記憶も一つの大きな記憶、すなわち自

然の記憶の一部であること、(3)こ れらの大きな精神と大きな記憶とを象徴によっ

て喚起することができることなどを主張した(E&′ 28)。「魔術」の結語ではイェイ

ツの詩人=魔術師としての信念が明確に示されている。

一方ユングは『心理学と錬金術』(1944)の中で、「古代においては物質の世界は

投影された心の秘密によって埋められていたのであり、爾来心の秘密はつねに物

質の秘密として現われ、18世紀に錬金術が廃れるまでこの状態はかわらなかっ

た」
0と述べている。ユングは自己の深層心理学の相対物を古代の錬金術の中に見

出したのである。ユングの「集合的無意識」(the	concctivc	unconscious)の 概念は

イェイツの「大記憶」(The	Great	Memoy)、「世界霊魂」(И″れα腕 認′)の概念と極

めて類似 したものであった。

生前、ほとんどお互いに知ることのなかった両者が、異なる分野で、このよう

に類似した世界観を育んでいたことは興味深いことである。動ιR″zο″ια認 ′んι

Fあ鵞ri	rZι 	P`“″″α′P″′οsορカソーyθαls	α′″J“″g(1980)° を著わしたジェイムズ・
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オルニーは、イェイツとユングがともに西欧の秘教伝統につながっていることを

明らかにした。その伝統の源流をグノーシス主義、ヘルメス主義、ピュタゴラス

主義、そしてプラトン=新プラトン主義などに遡るのである。

さらにユングは彼の言うところの若い科学である深層心理学の指針を文学に求

め、「文学と心理学」(1930)° の中で両者の独自性と関連性を考察したが、この中

で示されたユングの創造的人間としての詩人の特質およびその創造の心理に関す

る見解は、イェイツ研究にとって示唆するものが多い。イェイツは超自然と自然

の統合された「新しい科学」を、ユングは人間性の探究における自然科学と精神

科学の両方の重要性を説いた。この両者を対比することによって、文学と心理学

の接点をさぐり、その示唆するところを考察してみたい。

まず始めに断ゎっておきたいことは、イェイツという極めて奥行きの深い詩人

を研究する際に、ユングというこれまた、人間としても非常に多面的であり、そ

の研究範囲が心理学の領域に留まらず、宗教学、神話学、哲学にまで及ぶ博学な

学者を視座にとり入れて論ずることは、所詮、筆者のような一英文学徒の力に及

ばない試みであることを痛感しているという事実である。しかし、それにもかか

わらず、あえてこのテーマをとり上げた理由は、筆者がイェイツに親しみだした

のと丁度時を同じくして、その頃より翻訳され始めたユングの著作集を読みだし、

今日に到るまで、断続的ではあるが、両者を平行して読んできたということがあ

る。一方はあくまでも文学作品として、他方は心理学プロパーの研究書として、そ

れぞれ別な関心から読んできたつもりであるが、その間互いに示唆するものが多

いことを常々感じていたので、この際、現在の時点で自分でできる範囲で考えを

まとめてみたいと思った。

当時紹介されたユングの著作集は、昭和30年代の始めにドイツ文学者、高橋義

孝氏その他数名の学者によって翻訳され、日本教文社より出版された『人間のタ

イプ』を始めとする5巻本であった。それまでにもフロイトの著作はよく紹介され

ており、筆者も一応の知識としては承知していたのだが、ユングの存在はその著

作集によって初めて知ったのだと思う。その時すでにイェイツの作品を読んでい

たこともあり、ユングの理論に、イェイツの思想体系の裏付けとなりうる要素を

見出した思いで、かなり熱中して読んだことを覚えている。これは後に知ったの

であるが、1875年 に生まれ1961年に没したユングは、当時は心理学の専門分野で



も、まだマイノリティ・グループに属していたということである。しかし、その後

ユングおよびユング派の理論はわが国でも広く紹介されるようになり、すぐれた

研究者を生んでいることは周知の通りである。最近では書店の心理学のコーナー

には、ユングの代表作はもとより、自伝の翻訳や研究書の類いが多数並んでおり、

それらの恩恵をうけるところが多いのである。

今回、久々に、筆者の20代の頃に初めて手にしたユング著作集の第 1巻である

『人間のタイプ』をひもといてみたが、その当時の自分にとって印象的であったり、

大事と思われた箇所がマークされていた中で、とりわけ星印のついている箇所の

一つに「無意識の態度」の項目の中での次の一節があった。それは、「人間は常に、

自分自身および人類全体の過去を背負っている。そして、この歴史的な要因とい

うのは、死活にかかわる欲求であって、エネルギーの配分をたくみにおこなうた

めには是非とも顧みられねばならないものである。」
°というくだりである。この短

い一節の中にもすでに形而上的思考と形而下的思考、すなわち人間の精神と肉体

への関心が同時に見出されると思う。これはまたイェイツが「魔術」の中で言っ

ている個人の記憶は一つの大いなる記憶すなわち自然の記憶の一部にすぎないと

いう思考と符合するものである。

ついで重要と思われた箇所は、『人間のタイプ』の第2部に収められた全59項か

らなる定義の中に見出される「根本態度」
°)の

項目である。ユングはこの根本態度

とは「プシュケーがある一定の方向に作用または反作用しようと準備している状

態のことである」とし、ある根本態度を持つということは、「先天的に特定のもの

を目ざしているということである」と述べている。また「象徴」の項目では、「す

べての心的所産は、それが、これまでには知られていなかった、ないしは知られ

ていたとしても部分的に知られていたにすぎなかったような事態の現在での最上

の表現である限りにおいてのみ象徴と考えられ得る」
°として、「すべての科学的理

論は、それがある仮説を含んでいるものである限りにおいては一箇の象徴と言い

得る」とも述べている。さらに「あるものが象徴であるかないかは、まず第一に

は、それを見る意識の根本態度の如何による」としている。この与えられた現象

を象徴とみなす根本態度を略して「象徴的根本態度」と呼び、これはある一定の

世界観の発露であると述べている
の
。以上見てきた象徴的根本態度、ひいては象徴

的世界観が、イェイツの魔術的象徴主義と極めて類似していることは明らかである。

次に強い印象を受けたのは、著作集の第3巻『こころの構造』
°の中の「魂と死」

の項である。その中でユングは人生は一つのエネルギー的現象であるとみて、そ

れははっきりとある目標を目指しており、その目標とは静止状態であると言う。



この上昇と下降の拠物線の描くカープにそって生きる自然の生活こそ魂を養う地

盤であると説くのであるが、ここにユングの老いや死を受容する態度が示されて

いると思う。さらに現存する二大宗教、キリス ト教と仏教にとっては、生存の意

味は終末で完成されるとみなされていることを指摘する。ユングはこれらの宗教

は決して人間の意識的考察から生まれたものではなく、無意識的魂の自然生活の

中から生まれたもので、死を人生の意味の実現、人生本来の目標とみなすのは人

類一般の心に対応すると思われると述べている。ユングはさらに心が空間も時間

もない存在形式に触れるという仮説的可能性は大いに真剣に考えるべき科学的な

疑間であると結論している。

次に、これはかなり最近になって通読する機会を得たユングの自伝『思い出・夢

・思想』のプロローグからの抜粋を挙げておきたい。

私の一生は、無意識の自己実現の物語である。無意識の中にあるものはす

べて、外界へ向かって現われることを欲しており、人格もまた、その無意識

的情況から発達 し、自らを全体として体験することを望んでいる。私は、私

自身の中のこの成長過程を跡づけるのに科学の用語をもってすることはでき

ない。というのは、私は自分自身を科学的な問題として知ることができない

からである。

内的な見地からすると我々はいったい何であり、人はその本質的な性質に

おいて何のように思われるかを我々は神話を通 してのみ語ることができる。

神話はより個人的なものであり、科学よりももっと的確に一生を語る。科学

は平均的な概念をもって研究するものであり、個人の一生の主観的な多様性

を正当に扱うにはあまりにも一般的すぎる。
°

一生は、私にはいつも地下茎によって生きている植物のように思われたの

である。その本当の生命は地下茎の中にかくれていて見えない。地上に見え

る部分が一夏だけ生きつづけるにすぎない。かくて、それは衰えていく束の

まの現われなのである。いのちと文明の果て しない興亡を考える時、我々は

全くつまらないという印象をうける。けれども永遠の推移の下で生き、もち

たえている何かについての感覚を私は決して失っていなかった。我々が見て

いるのは花であり、それはすぎ去る。しかし根は変わらない。

結局、私の一生の中で話す値打ちのある出来事は、不滅の世界がこの束の

まの世界へ侵入 したことである。そしてそれが、私の夢やヴィジョンを含ん

4



だ内的体験を主にお話 しする理由である。これらは同時に私の科学的な仕事

の第一の素材になっている。それは研究されなければならぬ石が、それから

結晶 していく灼けつくような岩だったのである。
°

ここでユングの言う「神話の知」は彼にとっては、科学の知と同じ重みを持つ

ことを指摘 しておきたい。また「不滅の世界がこの束の間の世界へ侵入したこと」

とか、「夢やヴィジョンを含む内的体験」を重視するという態度は、そのまま詩人

であるイェイツの言葉と見ても差 しつかえない程、両者は類似 している。イェイ

ツは、何よりも芸術家のこの世の生命の中に、隠れた実在、すなわち神の生命の

一部を招き入れることによって、驚くべき霊感を喚起する力を強調したのである。

事実ここで描かれている地下茎の花のイメージが、そのまま表題となっている研

究書がJamcs	Oincyに よって著わされ、その冒頭で彼は両者に共通する概念を次の

ように対比 して リス トアップしている。以下その概略を挙げておく。
0

「集合的無意識」(thC	COnCCtiVC	unCOnSCiOuS)お よ「個人的無意識」(thc	pcr‐

sonal	unconscious)に対応する「世界霊魂」

“

″′
“
αM物の および「人間の霊

魂」(α″″α力ο
“
れ→(前者ユング、後者イェイツ、以下同様)。

「元型」(thc	archetypc)に 対応する元型的象徴 (the	archctypal	symbol)の 理

論。

「個性化」lndividuation)に対応する「存在の統一体」(Unity	of	Bcing)の 理

論。

「共時性」(“synchronicけ")に対応する多数の精神が流入しあって一つの精

神となるという信念。従って両者とも心的現象に関しては時間、空間は相対

的であるとし、予知、予見、超感覚的知覚の類いを信ずる。

『心理学的類型』(PsycみοあgJcα′ルpes)と『幻想録』

“

陥あ″)における人間

のタイプによる分類。

「赤の書」(“Red	Book")と 『幻想録』における心理的、文化的過程の図式的

表現。



あらゆるエネルギー、創造力は対立物の闘争により生じ、人類の歴史その

ものも絶えぎる抗争、逆転、相補関係によって進行するという共通した認識。

「影の像」(shadow	figurcs)お よび「アニマ・アニムス」(anima	and	mimus)に

対応する「仮面」(mask)お よび「心像」(imagcs)の理論。

家族的、文化的、国家的、知的伝統は、現存の創造力の中にその頂点を見

出すという共通した思想。

生者の死者への関係および感情と直感の関係についての共通 した信念。

いわゆる「神霊」(“theあj″ο″")に対する共通 した信念。

精神的、霊的エネルギーの創造的変容としての象徴主義の概念を共有する。

ボーリンゲン(ユ ング)と ゴー ト(イ ェイツ)の塔がそれぞれに対して持つ

(心理的、詩的)象徴的意義。

イェイツとユングは生前はお互いの存在をほとんど知ることなく、一方は詩人

の言葉で、他方はあくまでも心理学者の言葉であるが結果的には極めて類似した

概念を打ち出していることが、むしろ事柄を一層興味深いものにしているとオル

ニーは指摘している。そしてこのような類似を生み出した共通の地盤として考え

られるものとして、(1)両者をとりまく個人的、文化的状況の類似、(2)ユ ングの

説く共時性によるもの、(3)両者の思想体系が人類に共通な心の元型の要求に応え

るものであること、(4)も ろもろの思想体系の背後に潜在する大文字で書かれるべ

き絶対的なシステムの存在などを挙げている。その■he	System'と はthe	Platonic

systemで あり、さらにはプラトンに先立つエンペ ドクレス、パルメニデス、ヘラク

レイトス、ピュタゴラスらに連なる流れであること、イェイツやユングは共に、こ

の西欧神秘主義思想の古い伝統につながっているのであって、決して中心をはず

れた(eccen c)な存在ではなく、むしろ極めて中心的(cen c)な存在であることを

主張している
°
。この点を次にやや詳しく考えてみたい。



Ⅱ

西欧神秘主義の伝統を遡ると宇宙が霊と物質の二元性を持つと理解 し、非物質

的、永遠にして不可触、不可知の神的最高存在を考えたグノーシス主義、その風

土の中から生まれ、後にその中でも錬金術、占星術、魔術を扱った部分が西欧オ

カル ト学の主柱をなすものとなったヘルメス文書に基づくヘルメス主義などが挙

げられる。さらに重要な要素として、新プラントン主義として知られる思想体系

がある。これらがルネッサンス期に融合して行く。プラントンの教義に基づく思

想体系は簡潔に言うと魂の不滅、超越的な善の原理、感覚の知覚する世界は幻影

であって、知性のみが到達し得る実在の世界を覆うという事象の二元性を呈示す

るものである。個人の魂はこの知恵の探求の過程を通して浄化され、ついには神

的魂と完全に調和を取り戻して不滅のものとされると考えるのである。

『ユングとキリスト教』
(1)を

著 した湯浅泰雄氏によると、今日のキリス ト教の世

界観と考えられる三位一体の観念や宇宙創造に関する教義は紀元2世紀頃から4世

紀にかけて教父哲学によって確立されたものとされる。この場合(教父たちの最

大の論敵とみなされたのがグノーシス主義と、それに近い新プラン主義の哲学で

あったが、この両者の対立は紀元4世紀、コンスタンチヌス大帝のキリス ト教公認

とニケーア公会議におけるニケーア信条の採択によって教父哲学の勝利に帰す。

それ以後ヨーロッパ精神史は、キリスト教の正当教義学に代表される表面流と異

教的性格を温存した底層流に分かれてきたのであり、後者は何らかの形で、グノー

シス主義や新プラトン主義の伝統に近づく傾向があるとされる。中でも錬金術は

そういう異端的底層流を最もよく代表する世界観であると湯浅氏は指摘している。

ユングが異教的世界への関心を深め、グノーシス主義、錬金術、さらには中国

学者、リヒアル ト・ヴィクレヘルムとの出会いとその著書『黄金の華の秘密』を通し

て「易経」などの東洋の宗教、思想などの研究へと進んでいったことはよく知ら

れている。一方イェイツは一時期、錬金術的秘密結社の一つである「黄金の夜明

け」教団に属しており、彼が魔術やオカルト学に終始一貫して関心を抱いていた

ことも周知の通りである。「ユングと異教的なもの」
0と

題された論考の中で、先の

湯浅氏はまた、教父哲学では神と世界、造物主と被造物は形而上的存在と形而下

的な存在として原理的に区別されてゆき、その人間観においては天上の「神の似

像」としての「霊」(精神)の側面と、地上の被造物としての「肉」(身体)の側面

を分離する霊肉二元論的見方に近づくことを指摘している。一方、内なる世界す

なわち人間の「魂」の底に見出される内的体験の領域を通じて神を発見してゆこ



うとする思考様式にあっては、外界の事物の存在様式は、内面的魂の体験を外に

投影して、いわば二重化された形で捉えられるので、この場合、超越的な神性の

次元と経験的な被造物の次元が内的体験において、相互滲透的になってくるとい

う重要な指摘をしている。宇宙観については物質的自然の背後に神性の存在を認

める汎神論的自然観に近づき、人間観については内的身体そのものの中に霊性が

潜在することを認める霊肉一元論的見方に近づきやすいと説明されている。

ユングがこの表面流と底層流の対抗関係をヨーロッパ精神における意識と夢の

関係とも言うべきものと述べた事実も挙げられている。ユングの理論においては、

無意識は魂の根源的なるものであり、その経験は「聖なるもの」(と 同時に「恐る

べきもの」をも含む)― ヌミノーゼ的な経験であり、つまり、宗教的体験の内容

をなすものと見なされる。これよリユングの「心は本来宗教的機能を持っている」

という命題が導びかれる。ユングは集合的無意識は、意識状態に対して補償的性

格をもって立ち現れるとし、それによって意識の一面的で適応に欠けた、危険で

さえある状態が平衡を取 り戻すことができるとする。この「補償性」(compen‐

sation)0と いう概念はユングの理論にとって重要なものと思われる。ユングの臨床

医としての体験から、患者の病的状態を解消する手だてとして、意識と無意識を

統合して、後者の補償機能を十分に作用させて全円的な人格形成を可能ならしむ

ること、つまり彼の言う「個性化」(individuation)の ということが強調される。ユン

グの理論の中でもよく知られているアニマ・アニムスの概念、すなわち男性の無意

識の女性的性質の人格化されたもの(アニマ)と女性の無意識の男性的性格の人格

化されたもの(アニムス)であるが、この中にも補償関係の図式が見出される。こ

の図式はそうした個人の心の内部の範囲を超えて、他の領域にも広くあてはめら

れるのである。

ユングは彼が「個性化」もしくは「自己実現」の過程と呼ぶ、この本来分析心

理学上の治療の相対物を、中世錬金術の「大いなる作業」(Magnum	Opus)の 中に

見出すのである。錬金術においては黄金への変成は病いにかかった金属の治療過

程と見られていたからである。また本来ヘルメス主義的錬金術には病気の治療に

関する理論が含まれており、その流れを汲む「薔薇十字教団」の主たる活動の一

つに病気の治療があったとされる。ところで神と子と聖霊の三位一体の教義に立

つキリス ト教の基本性格が男性的性格を有するなら、古代末期の伝説的女性錬金

術師、予言者マリアを始めとし、女性が大きな役割を演じたと伝えられる錬金術

の基本性格は女性的とされる。西洋においても中国においても、古くから奇数は

男性を、偶数は女性を表わすと言われているが、ユングは四位一体 (感覚、思考、

8



感情、直観の4機能を指す)を世界中に生きる「元型」(archctypc)と 見なし、「完

全性の理想は円または球である。しかし、その自然で最小の区分は四位一体であ

る」
°と述べている。ここでわれわれはイェイツの世界における重要な象徴の一つ

である「円錐=環 (ガイアー)」 を想起する。
。ユングにおいても円環・球のイメー

ジがマンダラ象徴として彼の思想体系の中心に位置づけられる。こうして、錬金

術はキリス ト教に対して補償的役割をなすものとしての意義が与えられるのである。

さて、このようにユングによれば、そもそも人間の心の内部に元型的イメージ

が存在するという認識から出発し、いわば科学的経験主義に基づいて発展させら

れた彼の深層心理学は必然的に宗教論の領域に入ってゆくわけであるが、ユング

はイメージとしての神、元型としての神については述べているが、神そのもの、な

いし神の実在については触れることはない。ただ、ユングの場合、より多くを知

ろうとする態度によってこそ宗教性は深められるという信念があり、この点もイ

ェイツと根底において共通するものが見出されると思う。ユングが晩年、東洋の

宗教に惹かれた理由も、東洋の意識は知ることと信 じることを明確に分けない点

にあるのではないかとされる。これは、ユング自身、『人間心理と宗教』
0の

中で、

「東洋的瞑想の心理」について詳しく考察していることである。

こうしてユングの知の軌跡は、心理学から宗教学、神話学、錬金術さらには東

洋の思想や宗教へと連結してゆくが、この人間の魂の領域にかかわる学問一 ユ

ングの深層心理学が「人文科学との協力なしには存在できない特殊な自然科学で

ある」
°という湯浅氏の指摘は正しいものである。事実、ユングはフロイ トも同様

であったが、文学に指針を求めた。フロイトがギリシャ神話やシェイクスピアの

作品を重視 したのに対して、ユングはゲーテとニーチェを重んじたとされる。ち

なみにフロイ トとユングの対比にもう少し触れると、フロイトの学説には19世紀

後半における自然科学主義の影響が強く見出されるのに対して、ユングはメタフ

ァーを用いて説明する方法に頼るとされる。またフロイトの父性原理の強さに対

して、ユングは母性原理の重要性を強調する。例えばフロイトの場合、父―息子

という軸を主とするエディプス0コ ンプレックスがよく知られているのに対して、

ユングの場合は母―息子を軸とするグレート0マザー元型が挙げられるという具合

である。

次にユング自身1950年に『文学と心理学』
0と いう興味深い論文を発表している

ので、その中から示唆に富むいくつかの点を紹介 してみたい。ユングはまず冒頭

で、心理学が心の科学であるからには、文芸学と無縁ではないこと、心こそあら

ゆる科学ばかりでなく、すべての芸術作品の母体であり器であること、従って、心



の科学としての心理学は、一方で芸術作品の心理的過程を明らかにするとともに、

他方、芸術上の創造的人間の心理的条件をも解明することができなくてはならな

いと述べている。また心理学は科学の中でも最も若い科学であるので、現在の段

階では、まだ本来科学として果たすべき厳密な因果関係をその領域でうちたてる

ことができないことを率直に認めている。しかし、心理学は複合した心的事象の

因果関係をあくまで探求し発見することに努めなければならないとし、ただその

求めるところが決して満たされないのは、芸術において現れる非合理的な創造と

いうものは、あらゆる合理的解釈の試みを最後のところでしりぞけるものだから

であると言っている。従って芸術学と心理学は互いに示唆を与え合いながらも、

一方の原理が他方の原理を凌駕することはないであろうと述べている。

ユングは詩人について「詩人は、むしろ、原体験から直接創るのであって、そ

の原体験の模糊たる性質が、おのれを表現するために神話的な形姿を必要とし、や

むにやまれずして、その血族を呼び出すのだ」と言っている。人類の魂から汲み

だされた偉大な文学作品は深い意味において、同時代の人びとへのメッセージで

あるとみなされる。さらに、どんな時代にもそれなりの一面性や偏見があり、魂

の苦しみがある。一つの時代というものは個人の魂と変わらず、その意識状態は、

それぞれに独自の制約を受けているので、そのために補償を必要としているのだ

と考える。創造の秘密は自由意志の謎と同様、超越的な問題で、心理学はただ記

述することができるばかりで、解くことはできないとも述べている。また創造的

人間は、互いに相反する特性が二元性をなしている存在であり、その統合である

と見て、芸術家は普遍的人間であって、無意識のうちに働いている人類の魂の担

い手であり形成者であるとする。芸術家の人生はいきおい葛藤にみちたものとな

る。また芸術家の意識の如何にかかわらず、芸術作品が、彼の中から育つという

事実は変わらず、それは子供の母親に対する関係と同じであり、創造の心理は本

来の女性の心理なのであるとユングは説いている。

結局、ユングが現代に求める芸術は、旧来の美の形式と意味ある内容を備えた、

すべての人間に関わり、人間の魂の全体性を表現するものである。ただ無意識の

探求は個体を超えた「元型」の世界に人を導くため、先にも触れたように、人は

そこに「聖なるもの」と同時に「恐るべきもの」をも見出さなければならない。し

かし、ユングは「対立性の体験なくしては、全体性の体験も、従って聖なる諸形

象への内的接近も不可能である」とする。この対立物の調和ということはユング

の研究の中心的主題でもある。ここにも、われわれはイェイツの人間の意識は本

来対立したものの争いであるという観点に立って、その争いの緊張関係の中から、
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苦悩を通して人生における真の達成が得られるとする人生観との類似を見出すこ

とができる。(Ю )

次に触れて置きたいのはプラ トンの『饗宴』
ので示された絶対的な「美」への上

昇というテーマである。プラ トンによれば、いわゆる美のイデアは一切の対立関

係を超越した絶対的なものであって、それには多もなければ、消滅もないと説か

れている。この美の本質を認識するに至って始めて人生は生き甲斐があるのだと

説かれる。イェイツは「憧れも憎 しみもなく、ただひたすらに、ある実相、ある

美を凝視したい」(E″ 163)と 望み、詩人として、その言葉を「花の姿、または女

性の肉体と同じように微妙で、複雑で、神秘的な生命に充ちたものにしたい」(E〃

164)と切望した。そうでなければ、五感のとどかないところで動くものに肉体を

与えて、それを表現することは不可能であるからだと言っている。また「美は詩

の目的であり法則である」(ι 343)と して、「文学は望ましい事柄を描写するとい

う古くからの習慣に立ち戻るべきである」(E92)と 述べている。さらに「あらゆる

種類の芸術家はもう一度、偉大なあるいは幸福な人々を賞讃するかもしくは表現

するのでなければならない」(E451)と も述べている。これらは先に触れたユング

の芸術観とも共通するものである。共に芸術作品がその美によって人の魂を癒し、

救済する力を重視するのである。イェイツは「クール荘園とバリリー,1931年」の

中で「われらは最後のローマン派― 選ぶ主題は伝承された高潔と優美だった」

(CP	276)と 歌っている。

イェイツは「シェリーの詩の哲学」の中でも「幸せな魂ばかりでなく、美しい場

所、動きやしぐさ、出来事などのすべては、われわれが、それらが存在しなくなっ

たと思うとき、実は永遠の一部となっている」(E″ 73)と記したが、この考えは、

地上の個々の美しいものはそれらがすべて究極的に目指す最高美の世界に関連づ

けられて存在しているのだという信念に支えられている。イェイツにおける美の

イメージを語る際には、やはり詩人にとっての「永遠の女性」であったモード0ゴ

ンについて触れなければならないであろう。イェイツには理想美の象徴として薔

薇を歌った一群の詩があるが、ユングによれば薔薇は集合的無意識の深層に由来

する象徴の一つであるとされる。それは母の子宮であり、均衡によって達成され

る完全性でもある。イェイツの「秘められた薔薇」(`The	Secret	Rose')は秘教的な

薔薇でもあれば、詩人の心の奥に宿るモード・ ゴンの面影にも通じるのである。

Ⅲ
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イェイツは「美とは、ある理想的な状態における肉体の生命である」(M349)と

言っているが,彼にとっては、まさにモードの現し身は地上での可能な限り理想美

に近いと思われる存在であったのである。イェイツが 1889年の 1月 に初めて彼女

に出会った時の印象― 伝説中の過去に属する人か、神の一族かと思う程の美し

さという印象は、終生イェイツについて離れなかった。以来、彼女はイェイツの

詩の中でかつてホーマーの歌った女性、	トロイのヘレンにたとえられ、また不死

鳥にもたとえられる存在となる。すなわち、ユングの言う元型としての美のイ

メージとなる。従ってそれは表現し得ない程の美と、同時に威厳を備えた存在で

ある。彼女の容姿を形容する際の `deLcate',`noble',`tall',`high',`solitaヴ ,`stcm'

などの言葉はよくその神格としての性格を暗示している。
(2)「

やすらぎ」(`PCaCe')

の中での言葉「魅力の中にある厳しさ、力強さの中にひそむ優しさ」(CP	103)と 言

うモー ドの内面の対立する要素は、イェイツをして彼女を「大いなる迷路」(`a

great	labynnth')(CP	222)と 呼ばしめたものであるが、この美の持つ底知れぬ魅力

と謎はイェイツの詩作品を通して初期から後期に至るまで、夢の破片のように立

ち現れその影響力の強さが思われる。
0

しかし若き日のモー ドの美しさも、やがては時と共にうつろい、かつてのレダ

のような肉体も「しわくちゃの老婆」(`a	withcred	crone')と なってしまう。イェイ

ツはその姿を「学童の中で」(`Among	School	Childrcn')に おいて「さながら飲み

ものは風、食物は影のように、頬がこけくぼんでいる」(`HOnOW	Of	ChCCk	aS

though	it	drank	thc	wind/And	took	a	mcss	of	shadowsお rits	mcat')(CP	242)と リア

ルに描写 している。今や「青銅の首」(`A	Bronzc	Hcad')と なった彼女の姿は

`human'であり、かつ `SupC uman'であると形容されている。イェイツはモード

の中で唯一変わらぬ「巡礼の魂」(`thC	pilgrim	soul')を 愛し、折りにふれその「鷲

の眼差し」(`eagle	eyes')を偲ぶのであるが、超自然的なものを備えたモードは、こ

の世に完全に調和することのできない、本来的に孤独なさすらう魂である。それ

は丁度「王の知恵」(`The	Wisdom	ofthc	King')(M165-70)の 中での王― 灰色の

鷹の血が一滴まじったがために、鷹の羽が頭髪の中に生え、長じては己の血族を

求めて旅に出て行方知れずとなる孤独な王のイメージと重なるのである。

しかし、このような現 し身のモードの美は消滅しても、かつてホーマーが トロ

イのヘレンを、ゲールの詩人ラフタリがメアリー・ハインズを歌ったように、イェ

イツの詩によってモー ド・ゴンの美しさは語りつがれ、人々の心の中に甦るのであ

る。イェイツは「破れた夢」(`Broken	Dreams')の 中で「おぼろげな思い出、ただ

の思い出にすぎない。しかし墓の中では、すべてが甦るのだ」(`Vaguc	mcmo es,
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nOthing	but	mcmOrics,/Butin	the	gravc	an,all	sha‖ bc	rcncwed,')(CP	172)と 歌ってい

る。また「老年の争い」(`Quarrclin	Old	Age')の 中でも「生をうけた者はみな生

きつづける。それだけは確かである」(CP	286)と言い、墓の外、どこか彼方の世界

で生きつづける、「かつて眼の前で輝き春の足どりで歩んだ孤独なもの」の存在を

信じようとする。すなわちイェイツはプラトンの言う生滅することのない美のイ

デアの世界に希望を見出しているのだと言えよう。

むすび

以上見てきたが、イェイツもユングも共に人間の心の中に存在する美と醜、聖

と俗、天上的なものへの憧れと地上的なものに惹かれる気持ちといった諸々の対

立物の調和をその生涯の主題として知の探求を続け、極めて求道的な一生を送っ

たといってよいと思う。イェイツは「詩と伝統」の最後で、「われわれ芸術家は、

主義というより生々しい現実の生命に奉仕し、とりわけ歓びと悲しみが合致する

あの高貴な生命に仕える者、いわば『偉大な瞬間を創造する者』(A ficcs	ofthc

C“at	Moment)で ある」(E&′ 260)と述べている。また「わが作品のための総括的

序文」の中では、「私は確信しているのだが、あと二・三世代もすれば、機械的理

論にはなんらの現実性もなく、危険な狂信を逃れるためには、まったく新しい科

学を学ばなければならないということが広く一般に知られることになるだろう」

(E&′ 518)と も述べている。

このように詩人イェイツが「新しい科学」の到来を期待するとき、心理学者ユ

ングは、夢も芸術作品も微妙なところで同じものであるという認識に立って、「魂

の領域」の学としての深層心理学の分野において、近代の自然科学が排除してき

た「神話の知」の回復を願ったのである。ここにおいて、文学と心理学は自己と

は何か、人間とは何かという永遠のテーマを追って、互いに極めて近いところに

きていたと言えよう。

最近ではニュー・サイエンスとか トランスパーソナルといったネーミングの下

に人間の霊=ス ピリットの問題が扱われ、超常現象や死後生、あるいは臨死体験な

どへの新たな関心が高まっているように見受けられる。これも一種の流行で一時

的な現象という面があるかも知れない。しかしテクノロジーは高度に発達しても、

人間の「意識」や「魂」に関する問題は依然として明らかではない。われわれの

時代の苦しみの多くは、このアンバランスより生 じる心のひずみによると思われ

る。イェイツの夢やヴィジョン、魔術などへの傾倒が、単に一詩人の孤独な夢想
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として受けとめられるのではなく、自然科学と人文科学をつなぐ深層心理学など

の新 しい知の展望の下に、より適正な研究が続けられ、まさにユングの言う深い

意味での人類へのメッセージとして捉えなおされることを望みたい。

注

WB.イ ェイツの作品と使用 した略符

CP	Cο′′
“
た′Pο

`“
s(1950)

E&′ お ぃ α
“
′′″′′ο″

“
c″ο″s(1961)

E	ExP′οrar」ο″s(1962)

ι r力
`ι

αたrsげ 〃ユレars(ed.Allan	Wade,1954)

″ 〃y′力ο′%′
“

(1959)

はじめに

COG・ ユング、『心理学と錬金術」 Ⅱ(池田紘一 。鎌田道生訳、人文書院、1976)

James	oiney,	 動ιRヵ
`z。"`α

″′′ヵιF′。″arf	rヵ
`P`″

ι″″″′Pヵ〃。sopヵッ_y`αぉα″′

′
“
″g(Univesity	of	Califomia	Pr∝ s,1980),p.9.

ユング、「文学と心理学」(松代洋一訳、「現代思想・総特集 “ユング"」 青土社、

1979年に収録 )

(1)

(2)

(3)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

1

ユング、『人間のタイプ」(ユ ング著作集 1、 日本教文社、1970)、 p.19

′ιf`1,p.174.

′ιf`ム ,p.266.

′らf′ ,p.267.

ユング、『こころの構造』(江野専次郎訳、ユ ング著作集 3、 日本教文社、1970),

pp.227～ 245参照。

ユング、『ユング自伝一思い出・夢・思想―』1(ヤ ッフェ編、河合隼雄・藤縄昭 0

出井淑子訳、みすず書房、1973)、 p.17

′bF`1,p.19.

Oiney,■力¢ R力
`zο“̀α

′:′ ′力
`F′

ο
"`r,pp.6～

7.

′′′.,p.240.
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湯浅泰雄、「ユングとキリス ト教』(人文書院、1978)

湯浅泰雄、「ユングと異教的なもの」(現代思想・総特集“ユング"」 青土社、1979)、

pp■ 68～ 185参照。

ユング、「人間のタイプ』pp	216～ 219参照。

r	ιfどぅpp.204-206.

ユング、「心理学と錬金術」 Ⅱ、pp	39～ 41参照。

イ ェ イ ッ は `If	it	be	true	that	God	is	a	circle	whose	centre	iS	eVeFyWhere,the	Saint	gOeS

to	the	centre,the	poet	and	anist	to	the	nng	where	eveり thing	comes	Юund	again,(E&I

287)と述 べ て い る 。

ユ ング、『人 間 心理 と宗 教 』(ユ ング著作集 4、 日本教 文社 、 1970)、 pp233～ 254

参 照 。 な お イ ェ イ ツ は `The	hiStOriCal	ChriSt	WaS	indeed	nO	mO“ than	the	Supreme

symbol	ofthe	a■ istic	imagination,in	which,with	every	passion	wroughtto	pe:fect	beauty

by	an	and	poetry,we	sha11	live,when	the	body	has	passed	away	for	the	last	tirnei	but

bebre	that	hOur	man	mustlabour	through	many	lives	and	many	deaths.'(E&′ 137)と 記 し

ている。

湯浅、「ユングと異教的なもの」p183

ユング、「文学と心理学』pp25～41収録を参照。

イェイツは	`Our	imagination	are	but	fragment	of	the	uniVerSal	imaginatiOn,pO OnS

of	the	universal	body	of(〕 od,and	as	we	cnlarge	our	irnagination	by	irnaginative	synlpathy,

and	transfomn	with	the	beauty	and	peace	of	a■ the	sorows	and	joys	of	the	world,we	put

Offthe	limited	mOnal	man	mo∝ and	mo∝ and	put	on	the	unHmited“ immo■al	man".'(E&′

138,139)と 記 している。ここには明らかにユングの「普遍的想像」および「普遍的

人間」という考えに符合するものが見出される。

(8)

(9)

(10)

Ш

(1)	 プラ トン、「饗宴』(久保勉訳、岩波文庫、1952)、 pp210～217参照。

(2)イ ェイツの詩、̀ The	Arow'(CP	85)や ?cace'(CP	103)な どを参照。

(3)	 イェイツの詩、`Fanen	MaJesty'(CP	138),`Bcautiful	bfty	Things'(CP	348)な どを

参照。

付記

本稿は、日本イェイツ協会第 27回大会 (1991年 10月 5日 、於愛知淑徳大学付属飛騨林

間学舎「淑友館」)に おける口頭発表に基づくものである。

15



イェイツの娘たち

一 ジェニファー・ジョンストンの場合―

(一 )

JOan	Coldwdlは 、“A	Pmyerおr	My	Daughter"を 扱 った論文 `Thc	Anxiety	of

lnΠuence'° に、`Feminist	Rcsponse	to	Fathcr	Yeats'と いう副題をつけ、フェミニス

トの視点からEⅣ狙 Boland,Sylvia	Plath,Ad ennne	Richら の女流詩人をイェイツ

の娘たちとして位置づけている。思春期の娘たちが父親に憧れるのと同じように、

イェイツのテクニックに憧れ、それを真似ることから詩人としてスター トしたこ

れらの詩人たちは、詩を書き続けるうちに「女流」詩人として、「男流」詩人が経

験 したことがなく、描いたことも想像 したこともないような人間存在としての女

性の声を描 くようになっていく。これらの女流詩人たちがそれぞれ書いた“A

Praycrお r	My	Daughtcr"の変奏詩とイェイツの詩とを比較検討す ることか ら、

Coldwenの 刺激的な論は始まっている。C。ldWenが言う文学における父―娘関係

の例は、小説というジャンルにも適用することができるだろう。例えば、Julia

O'Faolainの 小説のタイ トル Ⅳο	Cο
“
″rry	Fοr	yο

“
″g″

“
には、イェイツの詩

`Saning	to	Byzantium'の一 節 が 明 らか に 鳴 りひ び いて い る し、 Jcniffer	Johnstonは

第三作″ο″施 ″νjたSわ Bα″′の20(『バビロンまでは何マイル?』 )の中で、何度

もイェイツを引用している。本稿では、1974年に出版されたこの作品の中でジョ

ンス トンがイェイツの主題、イメジャリー等をどのように変奏してみせているか、

いかにイェイツを意識しているかを探ってみたい。

(二 )

ジョンストンは聖書、クリス トファー・マーロウ、イェイツ、アイルランドのバ

ラッドなど、さまざまな作品から引用しているが、まず最初に、引用という文学

的手法について確認しておきたい。雑誌『日本の美学』の引用特集号の巻頭対談

で高階秀爾は、ヨーロッパ文化における引用は日本のそれとはすこし異なってい

るという文脈の中で、興味深い分析をしている。高階は引用を「借用」と置き換

え、「借りてくるもと、ソースがあり、借りてくるもの、つまり引用部分がある。

三 神 弘 子
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そして最後に、引用部分を用いての作品、という少なくとも三つの要素がある。」

と述べる。さらに、「日本の場合の『本歌取り』とか『見立』という引用の方法を

みてみますと、借りてくるものが大事であると同時に、そのもと、ソースも非常

に大切な要素になっていて、それを思い起こさせるというか、ソースの持ってい

る力を利用するようなところがある。引用されたものだけでなく、その背後にあ

るもとのものを大いに利用しているんですね。」
°と続けている。

ここであげられた引用の三つの要素、(1)引 用のもとになる文学作品、(2)その

作品から引用される詩行、(3)文学作品から詩行を引用する新たな文学作品という

考えを取り入れながら『バビロンまでは何マイル?』 における引用を分析すると、

どのようなことが言えるだろうか。

Your mother is a beautiful lady. She used to put me in mind of Helen of Troy

'. . .Whose beauty summoned Greece to arms,

And drew a thousand ships to Tenedos.' (p.54)

この二行の詩句は、マーローの露αれら″′′αれι″ιGたαrか ら引用されたものであ

る。すなわち、(1):引用のもとになる作品、露αab“r′α′″ι働
`G“

α′、(2):(1)か ら引

用される二行の詩句、(3):(2)を (1)か ら引用する新たな文学作品『バビロンまでは

何マイル?』 という三つの要素から成り立っている。しかし、ここでは劇作家マー

ローの名前もその作品の名前も、ジョンストンは言及していない。マーローの作

品に通暁している読者以外は、従ってこの二行がマーローからの引用だというこ

とを確認しないまま、小説を読み続けることになる。露α″わ″″″″
`″
た Gκα′がど

のような劇であるか知っていようといまいと、その作者マーローがどのような生

涯を送ったのか知っていようといまいと、この場面で、この詩句が果たしている

効果にさほどの影響はないのである。

これに対して、引用に伴い作者の名前が言及される場合がある。ジョンストン

は作品中三度イェイツの詩句を引用しているが、そのうち三度は詩人の名前を「イ

ェイツ氏」と明記しているのである。上にみたマーローの例のように、ただ詩句

を引用する場合と、詩人の名前を付して引用する場合との間には、大きな違いが

あるように思われる。引用された数行の詩句を見ただけで、それが誰の詩である

が特定することのできる読者は限定される。また、小説を読みながら引用事典を

ひく読者は、いたとしてもごく少数であろう。ジョンス トンはことさら「イェイ
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ツ氏」と付け加えることで、もっと別の効果をねらっているようだ。イェイツが

既に神話的な存在となっている今日、その名前には様々なイメジャリーを喚起す

るだけの力があるからである。

このような引用のしかたは、「本歌取り」という日本独特の文学伝統とどこか共

通するものがあるかもしれない。「イェイツ氏」という名前を意図的に付すること

で、借りてくるもと、すなわちイェイツ神話とでもいうべき詩人イェイツの世界

が読者にはっきり見えてくる。こうして、借りてくるもの(イ ェイツの詩句)、『バ

ビロンまでは何マイル?』 という引用部分を用いての作品、という三つの要素が渾

然一体となって一つの新しい世界を作り上げるのである。ここで、イェイツ神話

というとき、その世界を形作る構成要素として、彼の詩作品だけではなく、劇、散

文なども含まれる。また、モード0ゴンに対する思い、ロバート。グレゴリー少佐

との友情、動eS'′νer露な並 の上演をめぐってォケイシーとの間に起こった論争な

どの、詩人の生涯に起こった様々な伝記的な事実も加えらることができるだろう。

まず最初に、屋敷の使用人が戦死したという報せをアレグザンダーの母が興奮

して伝える場面で、“Thc	Rosc	of	Battle"が 引用される。

ハロル ド・ブルームは、イェイッにとっての薔薇は、「あまりに多種多様なコメ

ントを加えてしまい…薔薇は筋道の通ったイメージではなく、従って意味のある

議論の対象にはほとんどなりえない」
0と

断定する。「イェイツにとって薔薇は『黄

金の暁団』のエンブレムであり、ダークロザリーン、すなわちアイルランドを表

し、モード0ゴ ンに対する愛を表し、対立する要素を統合させるものである」とい

う具合にありとあらゆるものを象徴 しているといった感がある。とはいえ、イェ

イツの一連の「薔薇の詩」は十九世紀末に書かれ、それらの詩群は、世紀末とい

う時代の独特の雰囲気を伝えているのである。

これに対し、アレグザンダーが住む屋敷の庭に咲く薔薇は、庭師の不注意で枯

れている。その枯れた薔薇をアレグザンダーの母親は手折り、不快そうな面持ち

で眺めたあと、息子のポケットにそれを入れ後で捨てるように命ずる。英語では

`a	dead	rOse∵ dead	heads'と いう言葉が使われており、アレグザンダーの死を暗示

してもいる。アレグザンダーが戦争に赴いたのは母親に駆り立てられたからであ

り、彼女が薔薇の花を手折る姿と重なっている。このように、イェイツが世紀末

の陶酔の中でうたいあげる薔薇と、枯れて手折られ捨てられる薔薇とのイメジャ

リーの対比は鮮やかである。

この引用に続く場面で、母親を部屋に迎え入れようとしたアレグザンダーが立

ち上がったとたん、本がページを下に落ちページが少し歪んで折れた、とジョン
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ス トンは描写する。イェイツの詩が印刷されたページが歪んで折れるというこの

イメージは、枯れた薔薇、`dead	head'に 共通するものである。そして、母は一人

の小作人が戦死したことを勝ち誇ったように父とアレグザンダーに告げ、息子も

従軍すべきだと主張するのである。

イェイツの作品が三度目に引用されるのは、翌日志願することを決意したアレ

グザンダーとジェリーが偶然出会い、冷たい十月の湖で泳ぐ場面においてである。

アイルランドの神話伝説を題材にした`Thc	HoSting	OfthC	SidhC'が ここでは用いら

れている。

ここでアイルランドの神話伝説を題材にした作品が言及されることによって、

ジェリーとアレグザンダーのアイルランドという土地との結びつきを象徴的に見

せている。この二人の友情はアイルランドの風土の中でのみ、語られるべきもの

なのである。さらに注目したいのは、アレグザンダーが言う、魔法の瞬間のこと

である。詩人でなくても、人は時折ある種の啓示的瞬間を体験する。しかし、ジ

ョンストンの登場人物たちはその瞬間に陶酔しきることはできない。そうした瞬

間は日にしたとたん消えてしまうもので、あとに記憶として残るのはもっと現実

的で惨めな肉体感覚だ、という認識が彼らにはある。こうした意識は舞台が戦場

に移ってから、さらに明瞭となる。

最後の引用は、戦場に四日間放置され、苦悩の叫びをあげ続けている不傷兵を

アレグザンダーとその上官が救いに行く場面でなされる。アレグザンダーは“Thc

Sccret	Rose"の一節を心の中で呟いたつもりが、実際はそれを口に出してしまい上

官の輩楚を買う。

'Far off most secret and inviolate Rose.' (p.l l8)

ここで、アレグザンダーの口をついて出てきたイェイツの詩の世界は戦場での

現実と対比さる。降りしきる雨の中、上官は「黙れ」と言ったあと、その助かる

見込みのない不傷兵を「安楽死」させるため、ナイフで刺し殺すのである。それ

が戦場での現実である。

「神秘の薔薇」でイェイツが描く啓示的瞬間とは全く異なる体験をアレグザン

ダーはする。すなわち、戦場で、一人の兵士が悲惨な状況の中で犬死にするのを

目撃するという体験である。(こ こではもうイェイツの名前は言及されることは

ない。)

このように、イェイツを繰り返し名指しで引用しているのは、この作品がある
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意味でイェイツを意識することによって成立していることを読者に気づかせよう

とする作者の仕掛けのような気がする。そして、作品の中でイェイツ神話を形作

っている様々な駒を一つ一つひっくり返していくのである。

(三 )

『バビロンまでは何マイル?』 は第一次世界大戦が勃発した年が舞台になってい

るため、1914年以降に出版されたイェイツの作品を具体的に言及することは「歴

史的に」不可能である。 しかし、イェイツの読者なら、アングロ。アイリッシュの

地主の一人息子が第一次大戦で戦死するという設定から、す ぐにレディ・グレゴ

リーの一人息子、ロバー ト・グレゴリーを連想することだろう。白鳥のイメジャ

リーを何度も何度も繰 り返 し使うことによって、クール荘園とその湖につどう白

鳥が暗示され、`hoseman'と 設定されたアレグザンダーは、乗馬の名手とイェイツ

の詩の中で歌われたロバー トとの類似を一層明らかにしている。

“In	Memoly	ofIMaJor	Robert	Cregory''、 	“An	lrish	Airman	Foresees	His	Death"、

“Shephed	and	Goatherd"な どの詩において、イェイツはロバー トを彼流の英雄と

して讃え、その死を悼む。イェイツが追悼詩を書くとき、彼は決して遺族である、

レディ・グレゴリーを忘れることはできない。追悼詩というものは、死んだ本人に

対 してというより、遺族に対 して書かれるものだからである。従って、死者を讃

えることは遺族に対する礼儀であり、これは同時代入として避けられない制約で

あるといえよう。イェイツのなかにもロバー トの戦死が犬死にだという認識はな

かったわけではなく、その苦々しい思いはロバー トに捧げられた「復讐」“Rep ‐

sals"と いう詩の中にはっきりと表れている。しかし、「復讐」という詩が発表され

ることをレディ・グレゴリーが嫌がったため、イェイツは彼女を思いやり、1948年

まで印刷されることはなかったという事実がこうした追悼詩の持つ背景をよく物

語っていると思う。

ロバー トの死の実体がいかなるものであったとしても(皮肉なことに、ロバー ト

は敵に銃撃されたのではなく、味方のイタリア軍に間違って狙撃されたという事

実を、当時遺族もイェイツも知らなかった。)、 詩人は彼を詩の言葉でうたいあげ

ることができる。これに対 して、作品の最初と最後で暗示されるアレグザンダー

の死は軍法会議にかけられたすえの処刑である。戦場で行方不明になった父親を

捜そうと脱走 したジェリーは自らの意志で戻ってくるが、銃殺を宣告される。こ

の処刑の指揮を命 じられたアレグザンダーはその命令に従うことができず、彼の

独房を訪れて少 しでも早 く友を楽にしてやろうと自分の手でジェリーを撃つ。そ
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して、アレグザンダーは静かに死を待ちながら、取り上げられなかったペンとイ

ンクで自分の物語を綴っていくのである。個人の友情というレヴェルで、アレグ

ザンダーの選択は「英雄的選択」と言えるかもしれないが、軍隊という枠組みの

中でも、社会という枠組みの中でも彼の選択は決して理解されないし、認めらる

こともない。

アレグザンダーの死のやりきれなさは、戦場でのしもやけの痛さ、痒さ、じめ

じめした不快感、そういった肉体感覚としてのやりきれなさの延長上にある。そ

して、彼が立つ戦場には爆破された人間の死骸が空から降ってくる。このような

戦場での不快感は、ショーン・オケイシーの『銀杯』(2cSゴル
`r	rα

ssた )の第二幕に

描かれた情景とどこか共通するものがある。そして、イェイツはオケイシーに「君

は戦場に立ったこともなければ、野戦病院を歩いたこともない。だから、この作

品は君の意見から生まれたものにすぎない」
0と

言って、アベイ座での上演を拒否

したのだった。戦場を経験したこともない、第一次大戦の時には生まれてもなか

ったジョンス トンは、こうした戦場のやりきれなさを見事に描くことによって、イ

ェイツとオケイシーの論争が、いかにイェイツに分がないものであるか、間接的

にオケイシーを援護しているかのようである。

怖くはなかった、などと言うのは意味のないことだろう。昼も夜も私の手

はじとじとと汗ばんだ。頭からは常に、じくじく汗が滲み出し、冷たい筋と

なって額や首筋に流れた。死ぬのが怖かったから汗をかいたのではない。生

き続けるよりも死んだ方がましではないかと思ったことすら何度もあったく

らいだ。私が恐れていたのは我々がとりおこなっているこのグロテスクな猥

褻行為をいつの間にか受け入れている自分にある日気づ くことだったのでは

ないかと思う。(p.84)

こうした視点と、入隊してからの生活を満喫していたらしいロバート・グレゴ

リーとのありようは全く隔たっている。グレゴリー少佐は「入隊してからの六ヵ

月は自分の人生で最も幸福な日々だ」“
)と バーナー ド0シ ョーに語っている。ジョ

ンス トンは、アレグザンダーと同じ舞台に配属されるノンシャランなイギリス人

士官のベネットに同じ様なことを言わせている。

僕の人生はここにやって来るまでまったくお話にならないくらいおもしろ

くないものだった。型にはまってしまっていて。見るものすべてがだ。戦争
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は僕に起こった出来事のうちで最上のものだ。僕は英雄になるか、死ぬかす

ると思うよ。(p.78)

アレグザンダーがグレゴリー少佐の一つの変奏であるとすると、ベネットはま

た別の変奏であると言える。ショーは「ロバー ト・グレゴリーの故郷での裕福な生

活を思うと、これは驚くべき発言だ」
0と

驚いて、レディ・グレゴリーに手紙を書き

送っている。その話を聞いたイェイツは、以下のように洞察を深めていく。

軍隊での日々は彼に心の平和をもたらしたのだと思う。彼は、自分に安逸

と友情をもたらした諸々の才能と常に格闘していたが、その戦いから逃がれ

ることができたのと同じように、自分の夢や、その夢が感じさせる孤独感に

次第に没入していくその直前に、時折彼の顔に浮かぶあの身の錬むような緊

張から逃れることができたのだ。フランスやイタリアで自分の部隊を指揮し

ながら、心と手、意志と願望は一つになったのだ。
0

このような見方が、イェイツの作品、例えば「アイルランドの飛行士、死を予

見する」の詩行に反映 している。(A	lonely	impulsc	of	delight/Drove	to	this	tumult

in	thc	clouds;)ロ バー ト自身が「幸福な日々だ」とショーに語ろうが語るまいが、戦

場での彼の生活の実体がどのようなものかは本当のところはわからない。それで

も、詩人イェイツは詩的な真実の中に、ロバー トを凝結させてしまうことができ

るのである。こうしたイェイツの世界と、戦場におけるアレグザンダーの死が、ま

た、ノンシャランなベネットのありようが重ね合わされているのである。アレグ

ザンダーとロバー トという二人の軍人の死は、このように全く正反対の極に置か

れているように見える。しかし、■balanccd	an,bЮ ught	an	to	mindi/Thc	yeas	to

comc	sccmcd	wastc	of	brcath,/A	waste	of	b“ ath	thc	ycas	behind/1n	balancc	with

this	lifc,this	dcath.'0と いう「アイルランドの飛行士、死を予見する」の最後の四

行は、ロバー トに仮託 して書かれたものであるが、小説中で作家志望のアレグザ

ンダーが書いたとしてもおかしくない。ジョンス トンは戦場における若い兵士の

死を、イェイツの英雄の死とは全く異なった方向から描きながら、その死に凝縮

された意味に関しては、ほとんど等価のものを見つめている。このように、イェ

イツ作品との対比、重複を通 じて、『バビロンまでは何マイル?』 に見られるアイ

ロニーは一層深いものとなっていく。
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(四 )

最後に、アレグザンダーを戦場に駆り立てる母親について見てみたい。引用の

問題で既に検討したように、ジェリーはアレグザンダーの母親を見て トロイのヘ

レンを思い出したと言う。イェイツの読者にとって トロイのヘレンとは、イェイ

ッがほとんど一生をかけて求愛し続けたモー ド・ゴンに他ならない。イェイツは詩

の中で、何度も何度もモー ドをヘレンになぞらえている。ユング心理学によると、

トロイのヘレンとは男性の心の中に存在する集合的元型的女性像の典型的な投影

の一つである。この種類のアニマの投影はヨーロッパ文学の中心的な主題の一つ

だった。男性作家は美しく、純潔で、男性の魂の救済を導いてくれる理想の女性

を描くことに心血を注いできた。ダンテのベアトリーチェやゲーテのグレートヘ

ンはこうした投影のもっともよく知られた例だと言えるだろう。イェイツは明ら

かにこの伝統に連なっており、彼がモード・ゴンを描くときにヘレンのイメージを

繰り返し繰り返す使うのは、単なる偶然ではない。

居間は林檎の本と泥炭の匂いがした。秋になると、深い張り出し窓の一つ

に、黄色、金色、プロンズ、自の大量の菊が活けられて、一年が終わりに近

づいたほろ苦い匂いを放ったものだった。その窓はまるで部屋のもう一つの

暖炉のようだった。スタンウェイのグランドピアノの黒檀が花を映していた。

(p.3)

林檎の本の香りと、張り出し窓に活けられた大量の菊の花。この場面は、イェ

イッとモード・ゴンのあの有名な最初の出会いを連想させる。もちろん、モードが

立っていたのは、林檎の花の傍で、菊の花ではなかったという相違はあるが。さ

らに、作者はモー ド・ゴンを暗示するために、アレグザンダーの従妹にモードとい

う名を与えている。従妹のモードはアレグザンダーが志願することを両親に告げ

る日の朝食のテーブルでの会話の中と、母親が戦場のアレグザンダーに書き送っ

た手紙の中に登場するのみであるが、妙にその名前だけが印象に残るような書き

方がされている。また、母親は白鳥に餌をやりにいくのを日課にしている。イェ

イッは「レダと白鳥」(`Leda	and	thc	SWan')の中で、ゼウスが自鳥に姿をかえてレ

ダを凌辱する場面を描いているが、レダの娘ヘレンになぞらえられるアレグザン

ダーの母親と白鳥との緊密なつながりを示しているかのようである。母親が残酷

でないのは自鳥に接する時のみである。このように、	トロイのヘレンというシン

ボルを接点に、モー ド・ゴンとアレグザンダーの母、アリシアは結びついている。
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Declan	Kibedはイェイッが愛 したモー ド・ゴンは個別的な一人の女性ではなく、

一つの「神話、象徴」だった、とイェイツ自身がKatharinc	Tynanに 宛てて書いた

手紙に注目し、このイェイツの認識は、すべての男性は自分の中に集合的元型的

女性像を抱えているとしたユングのアニマ論に対応 していると指摘 している。・
。)し

かし、このアニマ像は、「無意識であるため、それは常に無意識のうちにある特定

の女性に投影される。このため、ある女性に強く引きつけられたり、また、強い

嫌悪感を感 じたりするのである」とユングが展開するように、単に思弁的なもの

ではなく、経験的なものである。イェイツの場合、彼自身が「神話、象徴」と呼

ぶ女性像がモー ド・ゴンに投影されているのは明らかである。イェイツの詩におけ

るモー ド・ゴンのイメージは時代時代で変化するが、その基本的な トーンはロマン

ティックなものであると言えるだろう。特に、初期に書かれた詩の中では、モー

ド・ゴンの美しさ、その残酷ささえもロマンティックな トーンで描かれている。例

えば、`No	Second	Troy'で は、彼女に対する満たされない思い、苦さを描きなが

ら、結局はその美 しさを賛美するのである。

モー ド・ゴンがイェイッのアニマのロマンティックな側面を表しているのであれ

ば、アレグザンダーの母親はそれとは別の側面を表している。アレグザンダーの

年老いた父親は、自分の妻の美 しさについて苦々しく語っている。

女にとって美 しく生まれつくということは恐ろしいことに違いない。いつも

自分のために誰かが死ぬことを期待している。そして、自分の前にあるのは

老いていくことだけだ。跛だらけの指… ああ、そうだとも。

跛だらけの指。ある日、彼女のために死ぬものは誰もいないということにな

るだろう。残るのは跛だらけの指だけだ。そう思 うとわた しはある種の

00・
(p.42)

自分のために、男たちが命を落とすことを望む美しい女。ジョンス トンのヘレ

ンはイェイツのヘレンと比較対照され、理想的な女性の対極にある存在として描

かれている。(ア レグザンダーはグレゴリー少佐の英雄像の対極にある存在とし

て描かれていたことと対応する。)

ジョンス トンの作品中、母親が果物の皮を剥いているという場面が三度描かれ

ている。果実の中央には種子があり、「根源」を表す意味を持つとともに、地上の

欲望を表すと言われている。
(“)ジ ェリーが言うように、母は普通の女が求めるもの
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と同じものを求めているのかもしれない。普通よりもずっと強く。

緑のりんごの皮が母の指から強になっ二皿の上に五立たρ(p.7)

その後、母は梨の皮をむいていた。夕食ではほとんど誰も喋らなかった。

給仕の女中が入ってきたときだけ、誰かが何かを喋るように努力 した。居心

地の悪さが骨身にしみが。私の背後で、愛 し合う者たちがそうするように暖

炉の火が甘い吐息でささやきあっていた。絹の綱からベルベットのカーテン

が垂れ、食卓のろうそくの光の海に照らし出された夜の食堂はいつも昼間よ

りはましに見えた。・"量が垂にしていたナイフは銀製で持ち手には過巻状の

並立が2上工堂上。

ゎたしは梨を圧主二と昼ュと二上至空里。(p39)

父は行った。母は黙って梨を食べた。わたしは梨が人基三二。母はナプキン

で 口を拭うと立ち上がった。そして、わ上上f墜髪述璽型基菫L生立の亘:生

施生全二主±上。わたしの頭を持ち上げて、柔らかく温かい胸元で抱きじめ

た。指がわたしの髪を撫でた。母の甘く豊かな香りがした。彼女はまだ若か

った。母はわたしの髪をかきあげ、わたしの額にキスをした。

「愛しい子、わたしの息子」

立上上塁量生憎んだ。 (p.40)

最初は母親に対する嫌悪感を、「梨が好きではない」と、彼女が食べている物に

対する嫌悪感という形で婉曲に表現しているが、母が腕が首に絡ませ、「愛しい子」

とささやくとき、「梨は大嫌いだ」と思い、「母を憎んだ」と結んでいる。このよ

うなアレグザンダーの母への憎しみ、強い嫌悪感は、ヘレンの背後にあるユング

のもう一つの元型へと読者を導いていく。つまり、グレー ト・マザー、貪り食う母

親(dⅣOuring	mOthCr)で ある。息子を死に追いやるアレグザンダーの母親は、螺

旋、渦巻き、絡みつく動作といったイメージで繰り返し描写されるが、こうした

シンボルはグレート・マザー、または貪り食う母を示すものとして、文化を問わず

普遍的なものとされている。それは、広義の母子相姦の恐怖、つまり、母親に食

べられてしまうことを表している。

5ヒリ1豊

`≧
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自 型壺 _二盪 量塑堕□箋墾墨二。 (p.22)

例えば、もつれる髪の毛には、「破壊し、一切を呑み込む旋風を表す」メドゥー

サの頭が象徴として潜んでいる。また、相手の身体に歯形をつけることは、その

相手に対する愛情の強さを表す行為と言われるが、ここでは母親の息子に対する

過剰で残酷な愛情が示されているのである。

ロマンティックなアニマ像を描くことに夢中になっている男性作家たちは自分

たちが陥っている停滞した状況に気づくことさえ稀である。というのは、ロマン

ティックな憑依はネガティプなものとしてとらえることが難しいからである。イ

ェイツも例外ではない。そうした男の思い入れがいかにひとりよがりなものか、

ジョンス トンは執拗に描いていく。	トロイのヘレンを恋愛の対象としてでなく、

「貪り食う母」という形に置きかえることによって、美しい女を別の側面から示し

ているのである。しかし、奇妙なことは、この小説の母親像を通過することによ

って、イェイツの詩の呪縛にがんじがらめにされていたモード・ゴンが解放される

ように感じられることである。それは、単に一人の女性の解放ではない。ジョン

ストンはこの母親とモード・ゴンを二つの極として対峙させることによって、二者

のバランスをとっているように思われる。対立は停滞している状況に出口をもた

らすきっかけになる。

『バビロンまでは何マイル?』 という作品はアレグザンダーの一人称で書かれて

いる物語であるため、母親の内面は謎のままである。老いていくことに対して実

際彼女がどのように感じているのか、息子をなぜ戦場に追いやったのか、決して

語られることはない。彼女に釈明の機会は与えられないのである。詩人イェイツ

が詩の中でモード・ゴンを トロイのヘレンになぞらえて歌い上げるとき、それが一

方的な行為であったのと同じように。

アレグザンダーの父親が予想した、その妻に襲いかかる「老い」の見事なまで

の例を、われわれは跛だらけのモードの写真に見ることができる。しかし、跛に

刻まれたモードの表情は、ある種の美しさ、爽快さをたたえている。最後にエビ

ローグとしてふさわしい一つの挿話を紹介したい。1986年の『ニューヨーク・タイ

ムズ』の書評号に、以下のような文が掲載された。

1950年代の早い頃、わたしはダブリンのセント・スティープンズ・グリーンで

とても背の高い女性を見かけました。その人は、誰かに話しかけるために身

体をかがめていました。そして、ほとんど修道女とみまごうばかりの、真っ

黒の服を着ていました。・"それは、イェイツが「燃える雲」と表したモー ド
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0ゴ ンでした。彼女を見ていて、わたしはぞくぞくしてきました。わたしは、

政治と詩の両方に同時に触れ、それをつかみとったのです。無意識ではあり

ましたが、そのことが、わたしを書くことへと駆り立てたのでした。
(12)

こう書いたのは、エ ドナ・オブライエンである。老いたモー ド0ゴ ンはもはや、

詩人イェイツの詩作のインスピレーションの源泉にはなりえなかったかもしれな

い。しかし、一人の若い小説家の卵にに、創作のインスピレーションを与えたの

だった。

(六 )

ジョンス トン流の引用を通して、『バビロンまでは何マイル?』 がどのような世

界をつくりあげているか見てきたわけであるが、彼女は決してイェイツを否定し、

貶めようとしているのではない。イェイツの世界を一度意識的に受入れ、充分敬

意を払ってそれを自分の作品の中に取り入れた上で、転覆させているのである。

それは、自分の生まれた国アイルランドの文学的伝統を継承しつつ、その伝統に

新たなページを書き加えていこうとするプロセスのように思われる。
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(4)BIOom,HaЮ ld	yι ŕs	London:Oxfod	UP,1970,p■ 13.

(5)Krause,David'α ″0'Casり ,動
`ν

αF	a″′″IS%οr″ Londoni	Conier	Macmillan,

1975,p■02.“ Ⅳο′οげИρp″ご́″ο″by	W.B.Yeats,First	publshed	in	r力
`0ら

s`′ッ
`r17

February	1918)

(6)	Smythe	Colin(ed.)Rο ιar′ Grιgοry	r881-1918	Gettads	CЮ ssiColin	Smythe,1981,

p.16.

(7)ROb`r′ G′ιgOry	188r― r918,p.16

27



(8) Robert Gregory l88l - 1918, p.16.

(9) Robert Gregory I88l - 1918, p.16.

(10) Kiberd, Declan Men and Feminism in Modern Literature, London: Macmillan, 1985,

p.ll6
(l l) Cirlot, J.E. ,4 Dictionary of Symbols London: Routledge & Kegan Paul, 1967, p. I 15.

(12) O'Brien, Edna "Why lrish Heroines Don't Have to Be Good Anymore" New York

Times Book Review, ll May,1986, p.13.

28



シンポジウム:

イェイツ以後のアイルランドの詩人たち

司会 清 水 重 夫

トマス・キンセラはそのエッセイ『アイルランドの作家』の中で19世紀のアイ

ルランドの詩人たち、デイヴィス、マンガン、ファーガスン、トマス・ムーアなど

について、彼らの詩はほんの数編は何とか読めるとしても、ほかはどれひとつと

してすばらしいものはなく、エネルギーと時間を無駄にしただけである、と述べ

ている。勿論20世紀始めの文芸復興運動とイェイツの詩業の偉大さを前提にして

の話である。

モーリス・ハーモンは『イェイツ以後のアイルランド詩』の中で「文芸復興がそ

の最盛期に達した後に文学の道に進んだアイルランドの作家には大きな強みがあ

った。彼には広く認められ受け入れられてきたある伝統を自分のものにすること

を望むことができた。1920年代半ばまでには英語で書かれた文学にはアイルラン

ド独自で独特の伝統があるという考えはもう否定できるものではなかった」と述

べる。

イェイツたちの運動は農村に古くからある民話を掘り起こすこと、それまで忘

れられていた古代からのアイルランド語による説話を伝統として再認識すること

を基本にしていた。

そしてそこから古代の英雄クフーリンの伝説、オシーンの物語などが詩に、芝

居に創作された。この運動の特徴は、ロマンティシズム、そして保守主義にある。

1920年代の中ごろまでにできあがったこの伝統の力は大変なもので、詩人も劇作

家もこの伝統を念頭において創作しなければならなかった。というよりかなりな

部分、イェイツたちの真似をしていかねばならなかった。その状況が19Ю 年頃に

なって変化してくる。時代の推移もあろう。1920年代に生まれ、この頃から創作

を始めた詩人達をはじめ、イェイツたちに深い影響を受けた詩人達も、イェイツ

たちが求めた「ケルティック0ト ヮイライト」、ロマンチックで現実離れをした内

容に、我慢がならなくなったのである。30年代にイェイツの死があり、40年代初

めにジョイスが死ぬ。彼らの多くが拠り所にしたのはジョイスである。ジョイス
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は若い頃からアイルランドの民族主義的な文芸復興運動には無関心、というより

賛成できなかった。その様子は『若き日の芸術家の肖像』によく現れている。そ

のジョイスはクフーリンの話よりは、現代に生きるアイルランドの人々の、ロマ

ンチックでも何でもない、断片の寄せ集めのような生活を、『ダブリン市民』や『ユ

リシーズ』で描いていった。詩人たちの多くも自分達の時代意識と照らし合わせ

て、ジョイスのリアリズムに共感を感 じたのは当然であった。しか し、「伝統」の

力はすさまじい。その影響から逃れるには大変なエネルギーを必要とした。

この詩人達はイェイツと違ってアイルランド語が理解できた。イェイツたちの

いうアイルランド文化の伝統ということをつきつめていくために、アイルランド

語の文献を読んでいくと、自分の生きている現代の文化との間に大きなギャップ

があるのを認識せざるをえなくなる。しかし伝統というものはある、ありそうだ。

そのギャップを埋めて、伝統を継続 していくのかどうか、という疑間につきあた

った。

このシンポジウムでは、以上のように文芸復興運動のもたらした「伝統」と時

代の新 しい状況の間で詩作をした、また現在でもしている詩人を4人、オースチン

・クラーク、パ トリック・カヴァナー、トマス・キンセラ、ジョン。モンタギューを

取 り上げた。

4人のうち、クラークとカヴァナーが一つのグループ、キンセラとモンタギュー

がもう一つのグループになるかと思う。その理由はまず年代ということになる。

年代的に始めのグループはイェイツの影響を直接受けて、そこから自分の世界を

創るために大変な努力をした詩人たちである。2番目のグループは彼らより若いた

めに、イェイツの影響はあるものの、自分の詩作を比較的客観的に見られた詩人

達である。

オースチン・クラークはイェイツより少 し遅れて生まれたから、それこそ彼の影

響をまともに受けてしまった。そして、始めはケル トの叙事詩のような、イエイ

ツの真似のような詩を書いていたが、その後自分独自の世界を模索 し、1929年の

「巡礼」から、やっとイェイツの影響から抜け出して自分独自の世界を作り出して

いった。彼の詩は特に後期のものは難解であるが、サタイアに満ちた詩が多い。

シンポジウムでは彼の詩作の跡づけが、その詩の特徴とともになされた。

パ トリック・カヴァナーは、イェイツの影響を真っ向から拒否した詩人で、それ

にはやはり努力があったと思える。彼は、いわゆる伝統や、古いアイルランドの

民話伝説には見向きもしなかった。彼が素材として選んだのは、出身であるモナ

ハン郡の小さな農場で、自然を愛 し、自然を相手に生きている人々の生活で、そ
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れを描いた叙情詩が彼の求めるものであった。底ぬけに明るく、人々の愛を信じ、

マリアさまを信 じた詩を書いた。 しかし、ダブリンでの彼の生活はそれだけでは

すまなかった。やがて、人々の生活に失望し、そのことに怒 りを発する時期もあ

った。後期の詩にはこのことが多く表現されている。

アイルランドの詩人たちは、ハーモンの言うように、どちらかというとこの国

の外の世界の動きとは無関係に詩作をし、急激な改革を進めるタイプではない。

それでもイギリスやアメリカ、そしてヨーロッパ大陸での動向には影響を受けざ

るを得ない。キンセラとモンタギューは二人ともアメリカでの生活を持っている

というように、アイルランドの外の生活もあり、片方でその伝統について考えざ

るを得ないところに身をおきながら、他方、モダニズムの影響を受けた。

トマス・キンセラは特に、アイルランドの伝統はイェイツたちの言うように続い

ているものではなく、断絶 しているという認識から出発している。その断絶をど

うするのか。そして、ダブリンに生まれ、都会に住む人間のつなが りのない断片

的な生活から出発した自分が詩人としてどう生きるか、何を表現するかの問題が

あった。その答えの一つが、%′″やD“α″αれ の訳詩である。

ジョン0モ ンタギューは同じ時代を生きているキンセラよりもイェイツを意識す

ることが少なかった。彼の関心はアイルランドの伝統というよりは、生まれ育っ

た北アイルランドの人々であり、その生活、失われていく文化であった。アメリ

カそしてフランスでジョイスのように国を離れる生活を送ったが、再び戻ってき

た彼にはアイルランドに対する思いが強かったと思われる。

最近の北アイルランドの詩人たちの活躍には目を見張るものがある。特にシ

ェーマス・ヒーニーは注目されていて、アイルランドの代表的詩人というと彼にな

る。叙情的で比較的短 く、どちらかというとわかりやすい詩を書 くから、日本で

も評判になるのも当然だと思うけれども、イェイツの後、ヒーニーまで、アイル

ランドには詩人がいなかったわけではない。むしろ、キンセラをはじめ、ヒーニー

よりもすばらしいと言われる詩人も多くいる。このシンポジウムではそういう詩

人の中で、以上の4人を選んで、イェイツとの影響関係を踏まえながら、位置づけ

を行った。

なお発表者の都合により、パ トリック・カヴァナーは掲載できなかった。
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Austin Clarke & Yeats

山 田 正 章

Austin	Ciarke(1896-1972)の 自伝ИP`″″ッれ滋eC′ο
“
あ(1968)に は 1930年代との

み記されているのだが、彼がYeatsに 宛てて書き送った三通の手紙の日付から見

て、それは1933年の 11月 から翌年5月 までの時期であることが分かる(1し

彼はこ

の時期、ロンドンのある書津の求めに応じてYeatsの評伝の執筆にとり組んでいる。

この評伝は、彼の健康上の理由(と書簡にはある)のから、結局、完成を見ること

なく終わるのだが、その執筆に際し、恐らくは編集者の使嚇にのったのであろう、

彼はYeatsと Maud	Gonneと の間柄の真相を問いただすべくYeatsに 会見を申し込

んでいる。およそ35年前のその会見の様子は、彼の自伝の中でありありと回想さ

れるのだが、その自伝の記述を見るかぎり
°、二人はさほど意味のある会話を交わ

したようには見えない。むろん、Yeatsと M.Gonneと の間柄についてもまるで要

領を得ないまま、彼は会見の場を退散している。

さて、その二人の会見だが、Clarkcは どうやら自伝に回想するだけでは意を尽く

せないと思ったらしい、同じ時期、彼は一篇の詩にその会見の様子を仔細に歌い

こんでいる。“In	the	SNinC	Club"と 題された詩がそれで、自伝の記述がそうであ

ったように、やはりこの詩でも二人の会談の様子はとりとめがない。ただし、Su―

san	Halpcmに よると0、 この詩の要諦は最後の一節の奇妙な韻にあるらしい。

I took my hat,

Leaped square and crescent ata bound,

Confused by all his gryes - andl am bound

To say I left that book, unchaptered, unbound .t"

lltalics Minel

アイルランド文学の中でのYeatsの存在を思えば、これはむしろありきたりの感

懐かも知れない。それにしても,Yeatsの存在に始終東縛 (“bound")を意識した

Clarkeが、いつの時点で、また、どのような意味あいで解放 (“unbound")を 自覚し

たかという点はやはり気になる。かりにこの詩を記述通 り受け容れるとして、
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Yeatsと の会見ののち、彼が Yeatsの 存在の呪縛から脱 したとするなら、例えば、

1938年出版の詩集以降、17年にも及ぶ hiatusを どう説明するか。この時期の

Clarkcに は、一篇の長篇詩以外今に伝わる作品はない。解放されてのち、詩が書け

ないとなれば、何やら奇妙ではないか。また、1949年、BBCの番組でClarkcが語

った言葉

Yeats was rather like an enorrnous oak-tree which, of course, kept us in the shade,

and did exclude a great number of the rays of, say, the friendly sun; and of course

we always hoped that in the end we would reach the sun, but the shadow of that
great oak-tree is still there.t')

この言葉がYcatsの存在から解放されたClarkeの 日から出るのも妙な話だ。即妙

の言葉遊びにすら見えるbound― bound―unboundの 意味あいは、どうやらClarkeの詩

全体を見渡した上で見極めるべき事柄であるようだ。

Clarke自 身の回想によると°、彼が「アイルランドの詩」を意識したのは、学生

時代、ダブリンの目抜き通りの書店や美術店の店頭をのぞき込んだ時だという。

そこにはYcatsの幾つかの詩のプリントがフレームの中に飾られていたのだそう

だ。彼はさっそくYeatsの詩集を図書館から借り出し読み耽ったらしいのだが、一

読 後 の 感 想 は た だ 混 乱 の み で (“COnfuSed	by	the	deliCatC	imprCSSiOniSm	and

images"),Yeatsの 詩の魅力は彼の理解を超えたらしい。彼はその当時の回想を、

“OInly	after	l	had	read	a	great	deal	of	English	Literaturc	did	l	appreciate	the	subtlc,

delayed	rhythms"と いう文章で閉じるのだが、通例 Ccltic	Twilightと 称されるYcats

の初期の詩風は、どうやらClarkeの 眼には、英国文学の流れの中に見えたという

ことのようだ。

およそそのような時期だろう、Clarkeは処女作 τみε降ば α″
“

げFわ″″(1917)を

公けにする。この作品はフィアンナ説話圏に属するDiamuidと Gttnneの伝説に

取材した物語詩で、ただその点のみ捉えていえば、同じ説話圏を題材とした物語

詩で詩人としての活動を始めたYeatsと 、おょそ似かよった出発をしたといえる。

ただし、すでに見た通り、初期のYeatsに何やら異質なものを感じとったClarkeの

処女作は、Ycatsのそれとはやはり歌いぶりが違ったようだ。Halpcmの 評を次に

挙げる。
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Yeats did not know any Gaelic and had no firm grasp on his source material;

Austin Clarke understood Gaelic and was far more faithful to the spirit and idiom

of the old tale he used than was Yeats. Clarke's poem, qua poem, is more alive,

more vivid, the characters more real. Though The Vengeance of Fionn in the

absolute sense is not excellent poetry as seen against The Wanderings of Oisin, it

stands out because of its clearer sense of reality, its more definite narrative line, its

more compelling use of imagery: the world Clarke's poetry inhabits is not the

dreamy half-light of the Celtic Twilight. The Ireland of Yeats's Wanderings seems

distant but Clarke's is around still.G)

二人の歌いぶりの違いが明快に述べられた文章だが、その違いをゲール語の能力

のあるなしに関るとするHalpcmの考えについてはどうだろう。確かに、ケル トの

説話の世界に踏み入るにはゲール語の能力が望まれるのは当然だし、青年期、

Dougias	Hydcの講筵に接したClarkeか ら見れば、ゲール語を知らないYeatsの薄

明の世界が何やらうさん臭く見えたとしても不思議ではあるまい。だから、そこ

まではいい。しかし、Claよ e歌いぶりがYeatsにはないゲール語の能力でもって

より深く説話の世界に立ち入ったことに由来することでも結論づけるならば、そ

れには多少異議がある。

Clarkeの初期の詩を見渡してみて、おぼろげながらまず感じとれることは、詩人

としてのある種の姿勢ではあるまいか。彼はそもそもの出発からYeatsのそれと

同じ説話圏に取材し、同じnarativc	pOemに 説話の世界を再現しながら、その歌い

ぶりは周到に変える。むろんそこには、Yeatsの薄明の世界がケル トの説話の世

界の実際を伝えるものではないという意識が働いてはいただろう。しかし、彼が

初めて編んだ詩集r力e	Cα″′′e昴
“

」″Cο″″αgル α″″OЙer	Pοι
“
S(1925)で も同様に、

Ycatsと はまるで違う歌いぶりで同じ題材を歌うとなれば、そこには、Yeatsと い

う存在に対して身構えたClarkcの姿勢が浮かび上ってはこないか。彼はこの詩集

の表題の詩で、Ycatsが終生の題材としたT`in	B6	C6alngcの説話をまるで逆の視

点に立って歌う一 つまり、YcatsがこのUIstcrの説話をCuchulainと いう悲劇的

な英雄像を中心に辿ったのに対して、彼は反対にCannaght側に眼を向け、CuChu―

lainに 敵対する女王Maevcを何やら喜劇的な人物に描いて見せるにとどまる。

Queen Maeve sat up in bed and shook once more

Her snoring husband:
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'And I cannot sleep

An inch now for my head is full of words

That spoiled the chessboard, held the drinking cups

Half drained and climbed the more as candlelight

Ran low and is there any doubt that I

Had greater wealth when we were wed than you

Had bargained with my hand - have I not filled
The west with lowing herds, have I not fleeced

The hills .... (CP.l3s)

“Cattledrive"の書き出しの一節を引用した。いびきをかいて寝入った亭主を揺 り

起こし、畳みかけるように憤憑を述べるこのpi‖ow	talkで の女王 Maeveは 、悲劇的

な光彩を放つYeatsの Cuchulainを まるで茶化すようではないか。歌いぶりの違い

は、ゲール語の能力のあるなしでもそれを通 して窺る説話の世界の真実でもある

まい。Yeatsと いう大きな存在を前にした若い詩人の姿勢のとり方だろう。忌憚

なくいえば、Clarkeは あらかじめYeatsの存在に対 して反逆の姿勢で身構えてい

る。彼はその身構えのまま詩人としての生涯を歩み始めたのではないか。彼の自

伝には、そのことに関して興味深い回想が残されている。学生時代、恐らく彼が

処女作を発表する以前のことだろう、彼は図書館の片すみである書物に眼をとめる。

I came upon one entitled Deirdre Wed and Other Poems, by Herbert Trench. The
book had been published in 1901, half a dozen years or more before Yeats and

Synge wrote their plays about Deirdre. I opened the book at the tenth page and

instantly became a captive: for a strange, furious voice from the remote past

whirled beyond bookcounter and shelf....

In great agitation I paid my book fines and made off with the small green

volume. Instead of the muted music of the Celtic Twilight, I held in my fist 'a
mad discordancy, like fifes, drums, brasses'.t"

彼は興奮のあまりTrenchに会いにいこうとまで思い立つのだが、彼が興奮したの

は、Trenchの 作品にYeatsを 超える才能を見たからではあるまい。彼は、ケル ト

の説話の世界が、Ycatsの 歌いぶりとはまるで違う歌いぶりでより鮮やかに歌え

ると知って興奮している。また、Yeatsと は別に、文学運動の先導者がいたことを
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知って、さらに興奮している。これは、Clarke自 身が語った比喩のままいえば、

Yeatsと いう大きな樫の木蔭にいて、彼はまずその影を回避しようと身構えていた

からこその興奮だろう。だから、その処女作や最初の詩集に、Yeatsと は違う歌い

ぶりで同じ説話の世界を歌いあげてしまうと、彼は改めてまたYcatsの影を回避す

る身構えをとる。5年後、彼が次の詩集P,′gr,“αgι	α″αO′力ι″Pο
`″

sで歌い始める

のは、Ycatsや その世代の詩人たちが眼を向けることのなかった世界、アイルラン

ドの中世であった。

ただし、Clarkeが中世のアイルランドに眼を転じたのは、単にYeatsの通った轍

は踏まぬといった一途さからでもなかったようだ。ある種の見方に立てば、そこ

にはYeatsの存在に対する挑戦めいた姿勢すら感じられる。片言を捉えるようだ

が、それは、この詩集に収められた一篇、“Thc	Young	Woman	of	Bcarc"の 註にさり

げなく述べられた言葉から、そのおおよそが知れる。その註には、“The	drama	of

racial	conscience,	as	strange	to	the	previous	Celtic	school	as()aclic	art,	has	bcconle

intcns ed.'mと あり、Clarkeは少なくともこの詩で、Ycatsの世代 (“thc	prcviOuS

Ccitic	school")を 尻眼に、民族の精神を歌いあげた気でいるのだ。まず、その書き

出しの一節から引用する。

Gold slots of the sunlight

Close up my lids at evening

Half clad in silken piles

I lie upon a hot cheek.

Half in dream I lie there

Until bad thoughts have bloomed

In flushes of desire. (CP.164)
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これは、夕暮れ、祈りに向かう人々を見送りながら、男を迎え入れる娘の放埒な

つぶやきなのだが、その娘 woman	of	Beareは 、元来、授けられた不滅の命を自ら

縮めた中世アイルランドの伝説上の老婆である。その伝承の老婆 (娘 )を、Clarke

はここで、男を渡り歩く肉欲の権化として歌い始める。その点にのみ眼を向けれ

ば、恐らくはYcatsの carzy	Janeを 思い浮かべてしまうところだろう。しかし、

Clakcは この詩で、Ycatsの 詩にはおよそ稀薄な要素、つまり、信仰の問題をま正

面からとり上げるのである。



I am the dark temptation

Men know - and shining orders

Of clergy have condemned me.

I fear, alone, that lords

Of diocese are coped

With gold, their staven hands

Upraised again to save

All those I have corrupted:

I fear, lost and too late,

The prelates of the Church. (CP. 170)

情欲のままに生きるこの娘は、実は信仰によって呪われた身であるという意識か

ら片時も逃れられず、結局は上の引用にある通り、信仰の前に身を屈してただ怯

えている。このように、Clarkcの第二詩集P″grι

“
α夕では、おおむね中世のアイル

ランドを題材としながら、信仰の問題が人間のscxualityと のかかわりにおいて捉

えられる。Clarkeは そうした中に民族の意識を探り取ろうとするのである。ただ

し、そのことに関しては多少の説明が要るかも知れない。

1820年代、Danic1	0'Conncllが カ トリックの教会組織を後ろ楯に民族運動を大

衆化して以来、nationalismと clc calismと はおよそ不可分のままアイルランドは

独立を迎えた。その結果、例えば、宗派を超えた民族主義に出発したはずのCaclic

Leagucでさえ、のちにはカ トリックの大義のみを前面に押し出し、D.Hydeを 茫

然とさせてしまう
〈
“tこ うした事態は独立後、改まるどころかさらに助長されたら

しい。

Now the Church could wield unlimited power because the native govemment was

composed of men who respected, love, and feared it.... It had induced a nervy,

sensitive, touchy, defensive-aggressive, on-guard mentality as a result of which
patriotism became infected by chauvinism and true religious feeling by what most

Irish writen after l92l tended to call 'puritanism'.('''

Sean	O'Faolainの 言葉を引用した。また、当時、カ トリック教会を指導した一人、

Dr.James	Devaneの 言葉も併せてここに引用しておく。
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Ireland...is the most Catholic country in the world. Perhaps the Republic of
Ireland, as it is constituted today, is the only integral Catholic State in the world; a

Catholic culture as it existed in the Middle Ages.""

これが事実とすれば、中世の理想に逆戻りした社会に住むアイルランド人の意識

が気になるところだろう。そのことについては、自らの生い立ちを語るClarke自

身の言葉を見れば、多少の想像はつくかも知れない。彼は少年時代に受けた異様

な宗教教育を回想して、たとえば次のように語る。

Certainly, as a child, I knew a great deal more about the next world than this

one.... Chief among these physical contacts with the next world was one which

may have been unorthodox but was strangely moving. A tiny ringing in the ear

meant that a poor soul in Purgatory was crying to us for aid.('o)

信仰の世界に導くため、アイルランドの子供たちはまず地獄の恐怖を教え込まれ

るのだが、その結果、少年Clarkcは、耳鳴りの音に地獄の叫喚を聞いたというの

だ。また、彼は7才の時に、その事実すら知らないmasturb onの罪を無理やり懺

悔させられたり
⑮、地動説の流布に慨嘆する神父のせいで、わけもなく戸惑ったり

している⑩
。

これは恐らく、Yeatsの知らない民族の意識だろう。Clarkcは こうして信仰の問

題から逃れられない民族の意識を、アイルランドが「聖者の島」と称され、僧院

の存在が住人の精神生活を担ったアイルランドの中世にことよせて探ろうとして

いる。これを、ケル トの説話の世界に、何やら神秘的な民族の意識を探ろうとし

たYeatsに対する暗黙の挑戦と見るのは強引だろうか。いずれにせよ、Yeatsは

“The	HOsting	Ofthe	Sidhe"で 、Woman	of	Beareの 伝承の地にただ妖精を舞わせた

だけだが、Clarkeはその伝承の中に信仰の問題に噴く民族の意識を見ようとする。

“The	Young	Woman	of	Beare''の 註 に、“the	drama	of	raCial	COnSCienCC… "と い う 自註

をさりげなく添えたゆえんだろう。

Clarkcは次の詩集M」rα″″νοr″′″gを 1938年に刊行するのだが、この時期にな

ると、彼はアイルランドの中世からも離れ、自己の内面に眼を向け始める。ここ

では、信仰の問題が個人のひそやかな問題として取り上げられ、例えば、

When sleep has shot the bolt and bar,
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And reason fails at midnight,

Dreading that every thought at last

Must stand in our own light

Forever, sinning without end:

I pity, in their pride

And agony of wrong, the men

In whom God's likeness died. (CP.l91)

とあるように、信仰にかかわる精神の危うい均衡、信仰と理性との相剋が繰 り返

し歌われるのである。1935年の彼の文章を見ると,“…d	a	timC	WhCn	ValueS	aК

confused	and	tcmptations	arc	great,	it	is	cssential	tO	kCCp	Our	t口』er)urpOSC― that	Of

ser_cxprcssion― bcfo“ us"° ')と いう主張が見えるが、この一文を併せ読んでいえ

ば、彼は丁度この時期になって、表現すべき自己を探り当てたということだろう。

そして、彼がYcatsと の会見をはたすのも同じこの時期のことなのである。

とすれば、後年、Clarkcが Ycatsの存在による呪縛から解放された(“unbOund")

と自認するのは、この時期、Clarkeが ある種の宗教詩人
(18)と して自己を表現 し始め

たことと、かかわりがあるということになるだろうか。

すでに触れたことだが、Clarkeは この 1938年の詩集以降、事実上、詩作を中断

している。次の詩集は17年後に刊行されるのだが、そこでのClarkeは信仰の問題

を深刻な面持ちでとり上げることはない。彼は、例えば、“Asl	havc	tw	pesonal

interests	ieft,	I	havc	concentrated	on	locai	nationS	and	concerns	 、、′hich	are	of■ lorc

impOrtance	than	we	are"(CP.549)と 述 べ て 、“locai	notions	and	COnCemS''す な わ ち 、

カ トリック教会の跛直を許す特殊なアイルランドの社会を諷罵し始めるのである。

...shall the sweet promise of the sacrament

Gladden the heart, if mortals calculate

Their pleasures by the calendar? Nihgt-school

Of love where all, who leam to cheat, grow pale

With guity hope at every change of moon ! (CP.196)

“Ma age''と いう作品の一節を挙げた。教会がcontraccptionを 認めない、従って、

それが国法になった社会での、何やら歪められた夫婦生活を諷 したものだが、こ

の時期の彼の詩は、アイルランドの社会におけるカ トリック教会の専横をこのよ
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うに軽妙に諷刺する作品が専らである。実際、彼は、その貧しさにもかかわらず、

立派な聖人像をやたら建てては喜ぶ市民や (“Local	Complaincr")、 プロテスタン

トであった初代大統領の葬儀を建物の蔭に隠れて見送るカ トリックの閣僚たち(

“Bu al	of	an	l sh	Prcsidcnt")な ど、見事に諷殺する作品は多く残す。しかし、果た

してこれが、信仰の問題に深刻に取り組んだMg力″αtt	νο
“

j″gの詩風からの発展

といえるのかどうか。かりにこの時期、Ycatsの存在からの解放を彼が意識して

いたにしても、以後の彼の詩の発展がアイルランドの特殊な社会の様相 (“ 10cal

notions	and	conccms")を 諷するのみに留まっていれば、解放感と詩風の発展とは裏

腹な関係にあるとしか思えない。

実は、Clarkeの詩風は1960年代の半ばあたり、丁度 “In	the	SaVine	club"で ぉょ

そ35年前のYeatsを歌った時期に、さらに大きく変化するのである。

In the late 1960s and early 1970s there emerged...some of the greatest poetry

written in Ireland this century.... Like other great poetry in this century, Clarke's

last poems celebrate a liberation.... [They] are about sexual passion, love and the

human body. ""

引用はG.Craig	Tappingの 評だが、実際、この時期のClarkcに はもう諷刺詩人の面

影はない。彼は信仰によって、時に、歪められる人間の自然 (“SeXual	paSSiOn,10VC

and	human	body")の 讃美を始めるのである。それは、1962年の詩集に

Our Christianity
Still catching up with All is Vanity.
Nevertheless,

Nature had leamed to share our worldiness,

Well- pleased to keep with man... (CP.240)

と記された、信仰と人間の自然との相剋に対して、Clarkcが探り得た解答だろう。

それはまた、P″gr′

“
αg`で信仰の問題をsexualけ とのかかわりの上で探り、次の

詩集ではその問題をひそやかな個人の問題として内在化させる一方、制度化され

た信仰の暴戻を眼のあたりにして詩風を改めつつも、次第に発展して行った彼の

詩の、ある種、到達点というべきかも知れない。次に挙げるのは、そうした到達

点を示す晩年の詩の一節である。
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In his sudden poemThe Day ofJudgment

Swift borrowed the allegoric bolt of Jove,

Damned and forgave the human race, dismissed

The jest of life. Here is his secret belief

For sure : the doctrine of Erigena,

Scribing his way from West to East, from bang

Of monastery door, click o'the latch,

His sandals worn out, unsoled, a voice proclaiming

The World's mad business - Etemal absolution. (CP.460)

Clarkcがここに挙げる先達たち、人類を呪い同時に許 したというSwi貴 や、人類

の救済をSCXualけ の喜びの中に見出した異端僧 Erigena、 そして、そのErigenaの

教義 “wOrd's	mad	business― Etcmal	Absolution"な ど、こうした事例に読み取れ

るClarkeの姿は、多少ともYeatsの晩年に近づいてはいないだろうか。むろん、二

人のSwi■ への傾倒を奇貨とするわけでも、また彼の “Bemal	Absolution''が 、例

えば、晩年のYeatsが システィナ礼拝堂のミケランジェロに見た “prOfane	perfeC―

tion	of	mankind''に そのまま通じるとするわけでもない。しかし、かよい会うとこ

ろがないといい切れるかどうか。

Clarke's commitment in his later work to humanistic and artistic values...

resembles Yeats's own position in the 1920s and 1930s' Moreover, Clarke's

interest in the continuity of an Irish tradition eventually overcame his anixiety and

spite; he accepted Yeats as an essential part of his own literary heritage.@)

Robe■ F.Carrattの評を引用したが、この評を敷衛していえば、ここに至までの彼

の詩は、恐らくはYeatsの存在に東縛(bound)を意識し、その影響を回避しようと

していたせいだろう、Yeatsの 詩とかよい合う要素がおよそ見出せないのに反し、

彼の詩が、ある種、到達点に達した晩年には、むしろYeatsの存在を意識させると

ぃぅことだ。そして、Yeatsの業績を顕彰する詩 (“A	Centenary	Tribute")を 彼が

初めて書くのもこの時期 (1968年 )の ことなのである。とすれば,“In	thC	SⅣ illC

Club"で の “unbound"と は、少なくともClaよeの詩の発展を併せ見るかぎり、

Ycatsの 存在からの解放ではなく、Yeatsの存在を束縛と見る意識からの解放であ
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るというべきかも知れない。
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Thomas Kinsella & Modernism

清 水 重 夫

トマス・キンセラは1928年 にダプリンで生まれた。育ちもダブリンで大学はユ

ニバーシティ0カ レッジ・ダブリンを出ている。卒業後Ю歳近くまで公務員として

生計をたてていた。Z歳で最初の詩集『星明かりの眼』The	Stanit	Eye(1952)を 出

版し、その後も旺盛に詩作を続ける一方、現在はアメリカの大学で教鞭をとって

いる。

50年代から詩作を始めたこの詩人は、
"世

紀の初めに起こった文芸復興運動、

そしてその中心であったイェイツの影響は受けながらも、世代的にそれを客観的

に見ることができた。キンセラはそのエッセイ『アイルランドの作家』で彼の立

場を明確にする。

アイルランドの作家が、自分が誰で、どこからやってきたかを問題とするな

らば、その答の中心にジョイスとイェイツがいる。わたしの考えではジョイ

スが彼の本当の父親となる。思い切って図式的に言うと、イェイツは断絶し

てしまったものとしてのアイルランドの伝統を代表し、ジョイスは連続した

ものとして、あるいは断続から快復したもの、快復の途中であるものとして

のアイルランドの伝統を代表する。
°

これには少し説明が必要となろう。イェイツが断絶した伝統の代表者とはどう

いう事だろうか。イェイツたち文芸復興運動の推進者たちは、アイルランドの伝

統は農村にあり、そこで使われているアイルランド語、そして古代の英雄達の世

界であると信じて、「ケル トの薄明」と呼ばれる世界を理想として主張してきた。

そのロマンティシズムは当時多くの作家、詩人たちに影響を与えた。ところが、イ

ェイツと違ってアイルランド語が読めるキンセラたちの世代が、同じ理想を求め

て古代の英雄の話を読んでも、そこに自分たちとのつながりを発見するよりは、現

実の自分達の生活と余りにもかけ離れていることを発見する。

…わたしは自分が大きな断層のこちら側に立っていて、向う側との断絶を感
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じられるのだ。それはアイルランド人、アイルランドという土地、そして文

学にもいえることで、いわゆる、断絶し、逐われたものたちの家族の出身で

あり、わたしと起源を共有する人たちの方へ引き寄せられながら、私たちと

生活と共有するものはないことを発見するようなことである。
°

イェイツ自身にとってアイルランド語は自分の言葉ではなく、その文化は自分

の育った文化ではないけれども、運動として復興運動を推進して行ったことをキ

ンセラは十分見きわめていた。そして、さらに決定的だったのは、イェイツの考

え方が変化し、後期の詩では、自分の出身であるプロテスタントの上流階級の文

化を称揚した事であった。初めの「ケルトの薄明」とは大きな違いであった。こ

うして彼はイェイツを断絶したアイルランド文化の代表とみる。

ダブリンという都会に生まれ育った彼は、必然的に同じ都市で生まれたジョイ

スに親近感をもっていたのは不思議ではない。そしてジョイスが『ダブリン市民』

や『ユリシーズ』で表現する世界は現実の断片的でしかない生活をよく描いてい

ると感じるのも当然であり、これこそがアイルランド人の生活だという感覚があ

った。それは別の言葉で言えば、モダニズムの世界であり、ジョイスを現代のア

イルランドの作家の父と見た。さらに、キンセラはジョイスの作品の中に、もの

を奪われ、疎外された人々の姿を見たが、それは17世紀、18世紀のアイルランド

語の詩人たちの作品と共通のものであり、そこにアイルランド文化の伝統の継続

を見たのである。

キンセラは初期の「バゴット・ス トリートに取り残されて」Baggot	Street	Descda

(1958)で詩人としてのマニフェス トを行う。

ダブリンの南、聖スティーヴンズ・グリーンに沿ったバゴット街の屋根裏に住ん

でいる若い詩人は詩作に飽きて窓から町を見おろす。

A cigarette, the moon, a sigh

Of educated boredom,greet

A curlew's lingering threadbare cry

Of common loss. Compassionate,

I add my call of exile, half-

Buried longing, half-serious

Anger and the rueful laugh.
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煙草に火をつけてすい、最後に吸いさしを窓からバゴット・ス トリー トに捨てるま

での間の詩人の思いがこの詩の中で語られる。詩人として、上の引用のように詩

作をするが、その調子はどこか自虐的である。それはいくら詩作をしても、社会

は不可解であり、自分の詩は人々には受け入れられないという、詩人の孤独がテー

マとなってくる。手がかりを求めて過去の歴史へ眼を向けようと思うが、すべて

は失われているという認識をせざるをえない。

Looking backward, all is lost;

The Past becomes a fairy bog

Alive with fancies, double crossed

By pad oforvl and hoot of dog,

それでも詩人は詩を作っていく。

The slow implosion of my pulse

In a wrist with poet's cramp, a tight

Beat tapping out endless calls

Into the dark, ...

「現代の都市に住む詩人の孤独」をはっきり見すえたマニフェス トであり、この孤

独を出発点としながら、ずっと持ち続けていく。その後の詩作の跡を見てみよう。

キンセラは、いわゆる「旅の詩」を多く書いている。詩人が散歩をしたり、旅

をしたりしている間の周囲の風景とそれに触発された思いをうたっていくもので

ある。そのひとつ、「田舎の散歩」A	Country	Walk(1962)は 次のように始まる。

Sick of the piercing company of women

I swung the gate shut with a furious sigh,

Rammed trembling hands in pockets and drew in

A breath of river air. A rook's wet wing

Cuffed abruptly upward through the drizzle.

辛らつな女たちの話に憤り、うんざりした詩人は荒々しくドアを開けて、大きく



ため息をついて出ていく。しかし歩を進めて行くうちにやがて、前の激しい感情

は、

Each slow footfall a drop of peace retuming.

と平静となり、井戸のところにたどり着き、その水を飲む頃には完全に治まって、

Ferosity became intensity

という表現が可能となる。そして高まっていた感情は、外の風景に向けられ、散

歩者の眼は町から田舎の風景へと移っていく。川の流れに沿って歩く詩人には川

の流れる音がずっと聞こえる。絶えず聞こえる川の流れの音から、詩人は時の流

れ、つまり歴史を意識してくる。アイルランドの歴史の中のノルマン人の侵略、ク

ロムウェルの虐殺、そして数々の失敗に終わり、指導者たちは墓に眠っている蜂

起、さらに復活祭蜂起を想起する詩人。やがて現在に意識が戻った詩人は自分が

その現在から疎外されてしまっているのを感じる。川の流れこそが絶えず続いて

いくものという認識を残して。

In green and golden light; bringing sweet trade

The inert stirred. Heart and tongue were loosed:

'The waters hurtle through the flooded night....'

アイルランドの歴史を意識しながらも、現実からは常に疎外されているという

意識をもつ詩人は必然的に自分の意識の動きの中にその関心を深めていく。この

ようにして「旅の詩」は詩人の外部と心の内部という対立する図式を示しながら

詩人の意識を明らかにしていく。「流れを下って」Downstream(1962)も 同じ流れを

組む詩である。

ところで「夜の散歩者」Nightwalker(1968)は 同じ流れにある詩でありながら、

伝統的な外側の世界を否定し、詩人の心の内部の世界をさらに追求した詩であり、

キンセラの初期の詩の中でもっとも素晴らしいものの一つであるという評価を得

ている。

夜の散歩者にとって、外界は見えなかったり、くっきりした姿で現れなかった

りする。
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I only know things seem and are not good.

外側から見える状態とその本質とは違うという事を自分はよく知っている、とい

う宣言で始まるこの詩は3部からなっている。第1部は自分の眼で現実を確かめる

詩人の姿が見えるが、始めはbmin,bonc,bloodな どの積み重ねで現代の歴史を思わ

せるイメージが続き、次に現実のアイルランドの生活が描かれていく。

ここでは毎日の何も起こらない日常が描かれるが、詩人の知り尽くしている公務

員の生活を見る眼はきびしく、何の原則もなく、進歩もない現代の生活に対する

不満が表明されていく。第 1部の最後の結婚式と狐のたとえ話には、1922年に自

由国となったアイルランドの実状についての鋭い皮肉が込められている。イメー

ジの積み重ね方、日常生活の描き方にジョイスの影響が見られる。

第2部ではジョイスの『ユリシーズ』第 1挿話の舞台であるマーテロ・タワーの

近くを歩く詩人の姿が見いだされる。Father	of	Autho6!と 呼びかけて、アイルラン

ドの詩人として自分を導いてくれる師と仰ぐジョイスに呼びかける。

Watcher in the tower, be with me now

At your parapet, above the glare of the lamps.

Tum your milky spectacles on the sea

Unblinking; cock your year.

ジョイスの使った技巧を思い出して、メモの形式を使ったり、新聞の見出しを使

I must lie down with them all soon and sleep,

And rise with them again when the new dawn

Has touched our pillows and our wet pallor

And roused us. We'll come scratching in our waistcoats

Down to the kitchen for a cup of tea;

Then with our briefcases, through wind or rain,

Past our neighbours' gardens-- Merose, Bloomfield--
To wait at the station, fluttering our papers,

Palping the cool wind, discussing and murmuring.



ったりする詩人の意識はやがて、塔の足元の静寂の中に入っていくが、ここから

20世紀始めのアイルランド語のナショナリズムに果たした役割に思いを馳せる。

さらにその前の 19世紀の飢饉に思い至った詩人は、文化の「断絶」の事を考える。

Eire, Eire...is there none

to hear? Is all lost?

Not yet all; a while still

Your voice...

現代のアイルランドに対しての失望から、その孤立感を増した詩人は、さらに

アイルランド語を通じたその歴史にも断絶を感じ、それが表明されるが、それで

もまだその断絶や失望を認識し続けることに意味があるという新たな認識をもっ

て家に帰ることになる。

第3部は片方で孤独の思いを強くしながらも、家に帰ってその思いを確認すると

ころで終わる。

I believe I have heard

Of this place.

In the mind darkness tosses:

The light deceives. A vivid ghost sea

Quivers and dazzles for miles.

I think this is the Sea of Disappointment.

詩人は自分が「失望の海」の中にいるという認識である。

キンセラの仕事で、もう一つ目にとまるものは、古代から現代に至るまでのア

イルランド語の作品の翻訳である。『タイン』T`in(1969),オ トゥアマと共同作業

の『詩撰集 16∞-1900逐われた者達の詩』И″D″α″αttrr6θθ一′9ω.・ P。
`msげ

′た

,spοsscss″ (1981)な どがよく知られている。われわれにとってアイルランド語詩

の世界に入るための格好の資料であるとともに、キンセラの詩のセンスにもあふ

れている作品である。彼自身は自分の翻訳は原典には及ばないであろうけれども、

と謙遜している。
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アイルランド文化が断絶している、という認識をもちながらも50年代から翻訳

をしていたが、ジョイスの影響もあって、自分の内面に深く入って行けば行くほ

ど、逆にともかくアイルランド語の詩を研究するようになり、それを紹介するこ

とが、少なくとも自分の使命なのだ、という認識に達するようになる。1973年 に

は『新詩集』を出版した。その中の「タインの道」The	Routc	ofthe%′ ″は詩人の

仲間達が『タイン』に描かれている道が本当にあるのかを、その本を頼りに探す

詩である。めぼしの地域をあちこち探すがなかなか見つからず、いらいらはして

くるし、『タイン』で書かれていることが半ば信用できなくなってくる。と狐が稜

線を駆け抜けてふいに消えてしまうのを見つける。その後を探していくと、求め

ていた道が目の前に展開するのである。

For a heartbeat, in alien certainty,

we exchanged looks. We should have known it, by now:

the process, the whole tedious

enabling ritual! Flux brought to fullness

- saturated- the clouding over- dissatisfaction

spreding slowly like an ache: something

reduced shivering suddenly into meaning

along new boundairies.

古くて意味もないもの、自分たちとはつながりのないものと思っていたものが、こ

の発見で新たな光が当てられ、歴史が現代の自分たちにとっても現実となるとい

う認識であった。1973年のこの詩集が転換点となって、以来キンセラの詩はその

意味であらたな変化を見せてきている。こうして自分の生活している現代からの

孤独感、孤立感にさいなまれるが、片方でアイルランドの伝統についても断絶を

感じていたが、あらたに歴史にたいする認識をもって、それと自分の生活とを結

び付けていくのであるが、これ以後については別に論じたい。

注

(l) Thomas Kinsella The lrish Writer in Davis, Mangan, Fergason?; Tradition and the Irish

Writer (Dublin, Dolmen Press 1970) p.65

(2) Kinsella p.59
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荒野の詩人 :ジ ョン・モンタギュー

谷 川 冬 二

詩人について語る詩人の言葉は、しばしば語るその本人の世界にこそふさわし

いと思えるときがある。ニューヨーク、ブルックリン生まれのアイルランド詩人

ジョン・モンタギューが、オリヴァー・ゴール ドスミスを称して「田舎出の武骨者

にしてコスモポリタン」
°と言うとき、それはまぎれもなく彼自身の自画像でもあ

る。彼がこの自画像を描くに至る事情は、しばしばイェイツからヒーニーヘと駆

け足で語られるアイルランド近現代詩史の理解に多くの示唆を与えてくれるよう

に思う。まずは、ブルックリン生まれという一聴して特異なモンタギューの経歴

を、少し詳しく追うことにしたい。

モンタギューの父ジェイムズは、共和主義者として故郷ティローン州で政治活

動をしていたが、生活に困窮し、ついに農園を払ってニューヨークに逃れて来た。

母のメアリーも夫を追ってニューヨークヘやって来て、やがて、彼らの3男 として

モンタギューが生まれた。1929年 2月 28日のことである。4年後彼は2人の兄と

共にアイルランドに帰される。が、落ち着き先は、父の希望で彼のみティローン

州のガルヴァヘイ、父方モンタギュー家の本所だった。そこで彼は2人のおばに育

てられることになる。彼の帰国後3年経って母がアイルランドに戻ってきた。し

かし、母は、彼の兄2人が身を寄せていたティローン州フィントーナにある彼女の

実家で暮らすこととなった。このため、彼は母に捨てられたという思いをその後

もながらく消せなかったようだ。吃音が出始めたのもこの頃である。この小さな

言葉の障害は、モンタギューにとっては、何より母との疎隔のしるしであり、ひ

いてはそれを生むに至った社会の断裂のしるしとなった。

1941年、モンタギューは、奨学金を得てアーマー州にある5年制の中学・高校セ

ント・パ トリック・カレッジに進学する。カ トリックの道徳原理に基づいたここで

の教育はかなり窮屈なものだった。というのも、第2次世界大戦下の当時、共和主

義者デ・ヴァレラの指導下にあった南の26州すなわちエールがカ トリック国家と

しての色彩を強めていく一方で中立政策をとってナチスと戦わずにいたため、空

爆にさらされている北の6州すなわちプロテスタント国家「北アイルランド」にお

けるカトリック社会の立場はいきおい難しいものとなり、硬直した大義にしがみ
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つくほか法がなかったからである。

1946年にモンタギューは、ふたたび奨学金を得て、ュニヴァーシティ・カレッジ

・ダブリンに進む。そして、またも居心地の悪さを味わう。学友たちは、エールが

アイルランド自由国として北と異なった道を歩み始めた頃その国を支えた人々の

子供たちだった。彼らは、生まれつき帰属する党派を持ち、フィアンナ・フォイル

党が、いやフィネ・ゲール党こそが、と政治論を戦わせていた。しかし、北出身の

モンタギューには両党の区分が実質の無いものに思えたようだ。いずれも、連合

王国と妥協して「北アイルランド」の存在を実質的に認めており、正統派の共和

主義者が最もこだわるイングランド王への忠誠の誓いという問題すら形骸化して

いた。詩作に天分を見いだしたモンタギューではあるが、このような状況のもと

では、モンタギューの父ジェイムズが共和主義者として運動したことに始まリモ

ンタギューの吃音をひとつのしるしとする彼の家族の、さらには北のカ トリック

社会の疎隔の物語は、ダブリンの人々にはなんら現実感を与え得ないのだった。

モンタギューは、1952年にユニヴァーシティ・カレッジ・ダブリンから修士号を

取得し、さらに、アメリカ政府から奨学金を与えられて、連合王国に代わる超大

国となった生まれ故郷へ留学する。この1953年から3年に及ぶアメリカ留学は、

彼に実に多くの人々を引き合わせた。ロバート・ベン・ウォレン、ジョン・ クロウ

・ランサムとの出会いによってニュー・クリティシズムに親しみ、W.D.ス ノッド

グラスやロバート0ブライらとともにアイオワ大学の創作ワークショップに参加し

てルイ・マクニースやウィリアム0カ ーロス・ウィリアムズに学び、このワークシ

ョップでのちに最初の妻となるフランス人留学生マ ドレーヌと出会い、そしてゲ

イリー・スナイダー、アレン0ギ ンズバークらビー ト詩人との交友を楽しんだ。モ

ンタギューは、アメリカが持つ生新なコスモポリタン的雰囲気の中に幼児期以来

初めて確かな居所を得ることが出来たのである。

第2次世界大戦中から戦後にかけて不景気に痛めつけられていたエール改めア

イルランド共和国がロンドンにおもねずに国独自の主題を追求する自前の出版社

を持つ夢は、1951年 リーアム・ミラーによるドルメン・プレス設立によりようやく

かなえられた。このドルメン・プレスの努力で文化的活力を回復しつつあったダブ

リンに1956年 に戻ったモンタギューは、政府観光局で働くかたわら、『アイリッシ

ュ0タ イムズ』などに寄稿し始め、さらにオリヴァー・ゴール ドスミスを題材に博

士論文を書き始めた。1958年には最初の詩集『亡命の諸形態』が出版された。

1959年 11月 8日、遠方にいながらも常にモンタギューを気遣っていた父がティ

ローンで死ぬ。1960年、モンタギューは、アイルランドの伝統音楽の復興に功績
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があったことで知られるクラダッハ0レコー ド設立に助力、以降 10余年その文芸

部門のディレクターとして数多くの詩人の自作朗読録音に関わることになる。

1973年 11月 11日 にその不在によってモンタギューの内面世界に大きな陰を落と

してきた母がエニスキレンで死んだ。この前年 1972年にモンタギューはユニヴ

ァーシティ・カレッジ・コークの英文科に職を得ていたが昇進が遅く、1988年に退

くまでこの職場では不遇であった。とはいえ、この間 トロント大学やヴァーモン

ト大学などで教え、パリでは客員教授として、オールバニ、ニューヨーク、バー

クリーではいわゆる「大学住まいの作家」として迎えられ、またいくつもの文学

賞を得て、他の面ではむしろ恵まれていたと言える。ユニヴァーシティ・カレッジ

・コークを退職後は、現在に至るまで、再びアメリカで教えている。

さて、モンタギューに対する最も初期の評価としては、1970年 に出た『ペンギ

ン版アイルランド詩歌集』に編者ブレンダン・ケネリーが付した「翻訳家、批評家、

ジャーナリスト.短い、凝縮された叙情詩にもっとも優れる」
°という紹介が挙げ

られよう。この詞華集に選ばれている「鱒」は、抑制のきいた調子で語りながら

次第にサスペンスを高めていき、最後のスタンザで説明挿入を用いてそれを引き

伸ばし、そして解放する。叙情と技巧が隙のない調和を保った佳品である。おそ

らくティローンでの少年時代に魚を手づかみした作者モンタギューの体験がもと

となっているのだろう、魚と語り手とが眼差しによって巧みに一体化されている。

軽やかに脈をうつえらの下で

ふたつの掌が組み合わさって檻を作った。

それから(水面を滑る、大きくなった

ぼく自身の影に合わさるように近づき)

ぼくは掴んだ。今日に至ってもぼくは

手に残る彼の恐怖がわかる。
°

しかし、詩人としてのモンタギューの名声を確約したのは1972年出版の第5詩

集『荒野』であった。同時に、この詩集は、私的な体験を普遍的な構図にはめ込

み、彼が「田舎出の武骨者にしてコスモポリタン」にみずからを重ね合わせてい

った過程を見る上でもきわめて興味深い。この『荒野』は、「アルスターの泥沼的

難局」
°
を扱った多くの叙情詩を全部で10章 とエピローグとに分けて本文とし、そ

れらの余白に日誌、新聞記事、投書、檄文などさまざまな文書を配置して叙事詩

的に、多数の声が響くように、1961年から10年をかけて再構成したものである。
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序文の中でモンタギューが「オニール家最後の吟唱詩人」
0の

跡を継いだと宣言し

ていることが注目に値する。また、ジョン0デ リックのスケッチに基づいて 1581

年に印刷された本版画が、各章の初めにエピグラフとともに添えられて少なから

ぬ視覚的効果を与えている。

第 1章「再び家路に」は、このように始まる。

寒々とした鉄に囲われたベルファス トのシンボル、

ヴィクトリア駅でバスに乗 り、

わたしたちは狭い、呼び売り商人たちの通りを抜けていく。
0

長距離バスに乗って語り手たちは北に入植した者たちが重ねてきた歴史のあとで

ある「ブッシュミルの蔵、オレンジメンや軍の本部」
°のかたわらを抜け、郊外を

走る。そこでは

薄汚れた壁にチョークで書かれた「神は愛である」という言葉が

圧制がすべてである文化を嘲る。
°

こののち彼らは、プリテン系の幾多の街を通り、やがてイングランドの政治権力

の果てであリオニール家の領地の始まりであるティローンの国境に入る。そこに

語り手の故郷ガルヴァヘイ、すなわちアイルランド語で「荒野」と呼ばれる村が

あるのである。

余白に小ぶりの活字で記されている文書には、1601年のキンセールの戦いにお

けるイングランド軍勝利の立役者マウントジョイ卿チャールズ0ブラントが4頭立

て馬車に乗ってオマーに到着した日が「あの輝かしい秋の日」
°と描かれる一方で、

戦いに破れたティローン伯赤毛のヒュー・オニールが、その後仲間たちとローマヘ

去ってティベル川岸でまどろんでいるさまが述べられている。アイルランド史上

に名高い「伯爵たちの逃亡」への言及である。首長たちを失ったのち、それまで

幾度もイングランド軍を退けてきたアルスターもスコットランドから大量のプレ

スビタリアン移民を迎えることとなり、彼らと原住のアイルランド人カ トリック

信徒との間にアルスター・カスタムと呼ばれる小作権に関する宗教差別が導入され

るに及んで、両者の対立を操るイングランド政府の支配は動かないものとなった。

余白にこのような背景を描けば、前景となる本文は、単独に発表されたときと

は当然違った意味を帯びることになる。『荒野』の場合、現在の「 トラブル」に至
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るアイルランドの政治上、宗教上の宿病にアルスター戦争という起源を与えたこ

とにより、叙情詩群はひとつの物語群、置き去りにされたアルスターのカ トリッ

ク社会の寄るべなさについての物語群となる。

だから、この詩集に組み込まれた本文は、独立の短詩として発表されたときと

語句が変わることがある。第1章では、4番目の「田舎のフィドル弾き」の3行日、

語り手のおじが弾いていたフィドル曲の名が「船乗りの帽子」と「猟銃」から「明

け星」と「オニールの嘆き」になっている。後のほうの曲名は、アイルランド古

謡「オーエン・ロウ・オニールの嘆き」・
0)を いやおうなく思い起こさせる。この曲の

作者、盲目の吟唱詩人、現在ではハープ奏者、作曲家として知られているターロ

ウ・カローランは、クラダッハ・レコー ドのディレクターでモンタギューの親友で

あるショーン・オ・リアーダがそのハープシヨー ドのレパー トリーに加えてリヴァ

イヴァルさせて以来広く脚光を浴びるようになった。また、オリヴァー・ゴ早ル ド

スミスの母方のおじがカローランの友人と親しく、カローランともおそらく直接

の面識があったのではないかと考えられている。ゴール ドスミスは少年時代の一

時期をこのおじと共に過ごしているので、何度もカローランの話を聞いていたの

であろう。『カローラン、アイルランド最後の吟唱詩人の物語』
(・)と いう著作があ

る。オ・ リアーダもゴールドスミスも、モンタギューとカローランとの仲立ちをす

るのに十分な資格がある。『荒野』の序文でモンタギューがその跡を継いだと宣言

する「オニール家最後の吟唱詩人」は、パ トロンの屋敷を転々としながらアイル

ランドの古い詩法の最後の守り手となったこのカローランを指すのではないだろ

うか。たとえそうでなくても、オニールの名は、イングランドの絶対王政による

収奪以前の、自由な、いにしえのアイルランドの栄光を懐かしむ人々の心に、格

別の思いを生まずにはおかない。それが、イングランド王の一家臣にすぎないこ

とを示すティローン伯という肩書きと異なり、10世紀にまで遡るアイルランド随

一の名門の一員であることを示しているからである。それは、「船乗りの帽子」や

「猟銃」が持ちようもない巨大な歴史的含意を持つ民族的シンボルなのである。

『荒野』の第 1章を締めくくる「子供時代をめぐるドルメンのように、なつかし

き人々」は、助任司祭や医者がとぼとぼ歩いてやって来るティローンの荒野に住

む隣人たちの思い出をユーモアとペーソスをもって描いたあと、

いにしえのアイルランド!わたしはその病の床の枕辺で育てられた。

ルーン文字と聖歌の詠唱、邪悪な目とむこうを向いた顔、

家族や地域の確執がもつ巨人フォモールのごとき残忍さ、
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恐れと親しみとがない交ぜになるやつれた人々、

何年ものあいだ彼らは私の夢に無法に押し入ってきたが、

ついにそそり立つ石の輪の中で

わたしはかれらの影がいにしえの容姿の

あのお暗い確かさの中に移っていったと感じた。
⑫

と、心の原風景の中に彼らが鎮まったことを確認する。これは、モンタギューが

アルスターのガルヴァヘイを第二の故郷として選びとったことの宣言、と読める。

自分の祖父やおじや隣人たちについて語り継いだのちモンタギューがようやくに

して自分の家族の奇妙な疎隔を一望し、それを誰がどのように癒すのかを考える

ための物語を見いだしたことを、『荒野』の第 1章は明らかにしている。オニール

家のために語るコスモポリタン詩人という出自を作ることにより、モンタギュー

は自画像を完成させたのである。しかし、『荒野』の成功は彼のその後を縛ること

にもなった。

『荒野』を開いてまず目にはいるのは、実は、詩集全体のエピグラフとして配さ

れた以下の言葉である。

ギリシャ人たちはスミルナを焼き尽くしたのは トルコ人どもだ、と言う。

トルコ人たちはギリシャ人どもだ、と言う。

誰に本当のことがわかるだろうか。

不法が行われた。

大事なのは、誰がそれを癒すのか、ではないのか。
0

これは、ギリシャのノーベル賞詩人で、1957年から5年間連合王国の大使も務め

たジョージ・セフェリースが、ギリシャ・ トルコ戦争に言及したものと思われる。

第1次世界大戦で勝利した勢いを駆ってギリシャが敗戦国 トルコの港市スミルナ

に出兵し、ムスタファ・ケマル率いるトルコ軍との間で戦争となった。結果ギリシ

ャが敗北し、その大ギリシャ主義はついえるのだが、このような史実を、本来別々

に発表されてきた自作をこのひとつの『荒野』という詩集に編むにあたり、全体

のエピグラフとしたモンタギューの意図は何か。序文に見られる「パリやバーク

リーにおける運動の経験を通して、論駁し合っている党派間の暴力が地域的な現

象にとどまらないことを私は学んだ」
(“)と いうくだりから察するに、コスモポリタ
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ンに許された巨視的普遍的な視点を詩集に与えることにあったと考えられる。し

かし、イングランドとアイルランドとの関係が、オリエンタリズムやイスラム問

題のからむギリシャとトルコとの関係と同質であるはずがない。そもそも、なぜ

問題の港市が トルコ名イズミルでなくスミルナと呼ばれているのか。大衆化した

大学の御用達文学理論として力を得、マッカーシズムの時代に社会的背景を切り

捨てて詩を読むことを容認するという社会的機能を果たしていたニュー・クリティ

シズムの影響からか。異なった問題を抱える国々の知識人に情緒的にコスモポリ

タンとしての連帯感を共有させた公民権運動の影響からか。モンタギューがあま

りに性急な普遍化を行ったとしか思えない。この性急な普遍化が生むものは、危

険な煽動のレトリックではないか。

キンセールにおけるマウントジョイ卿の勝利とオニールらアイルランドの首長

たちの敗北、それに続いた「伯爵たちの逃亡」、アルスター植民、こうした背景を

余白に提示しつつ前景に本文を置く構造や、作者モンタギューと背景と前景を貫

くオニールという民族的シンボルの畳用については、すでに述べた。『荒野』の物

語の冒頭に顕著なこのレトリックは、民族や政党や宗派の党派心に訴えて読者、聴

衆を揺り動かし、アルスターの疎隔と寄るべなさはオニール家が倒れてその地が

イングランドに支配されるようになったことに起因すると説きつけるものではな

いか。このようなことを企てる自我は、モンタギュー本来の叙情詩の世界に最も

似つかわしくないはずである。

モンタギューには自分をそこから異化するための母胎が与えられていなかった。

そのため、彼は、詩のなかで発せられる最初の声にどのような自我を措定するか

という問題に苦しまなければならなかった。処女詩集『博物学者の死』で「でも

ぼくは、彼らのような者たちの跡を追うための鋤を持たない」
的と否定から始める

ことを許されたシェイマス・ヒーニーの世代と較べると、モンタギューは不運だっ

た。しかし、この不運な出発こそが彼の唯一の拠りどころだったはずである。そ

れは、みずからの寄るべなさにこだわり、会話の障害を補完するかのように滑ら

かで優雅な音使いで、対象と自我との距離を懸命に測り、それを越えようとする

彼独特の叙情詩のスタイルを支えていた。ウィリアム0カ ーロス・ウィリアムズや

ビート詩人と共有する個人の内面世界の省察に結びつくとともに、モンタギュー

の作品のおずおずとした、繊細な相対性の根となっていた。しかし、「オニール家

最後の吟唱詩人の後継者」
(16)と いう役柄を選びとったとき、モンタギューはその思

いつきに酔ってしまったようである。そして、その役を演じることに少し馴染み

すぎてしまったのではないか。隠蔽されてきたアルスターのカトリック社会から
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の最初の声として激しく「家族の、ひいては部族の、メッセージを記録する霊媒」
●7)

としての自我を主張するようになった。

このことをモンタギュー個人の弱さとして責めることは簡単である。しかし、

アイルランドにおいては、詩人は常に誰かの代弁者であることを求められ、いや

おうなくあまたの党派間のせめぎ合いを背景に書くことになる。モンタギューが、

読者聴衆の眼差しを意識し、自作に文化的背景を与えようと努める過程でいささ

か過剰に部族の詩人を演じてしまったとしても、それは、むしろ、そうした精神

風土がイェイツやヒーニーを含めたアイルランド近現代の詩人たちにとって巨大

な圧力であり続けてきたことのしるしであるともに、彼が置かれた状況に対する

ひとつの積極的な意志のあらわれであると言えるのかもしれない。

NOTES

(l) "country bumpkin and cosmopolitan" (The F igure in the Cave, p. 3.)

(2) "Translator, critic, and journalist. At his best in the brief, concentrated lyric" (The

Penguin Book ol lrish Verse, p. 24.)

(3) The two palms crossed in a cage
Under the lightly pulsing gills.
Then (entering my own enlarged
Shape, which rode on the water)
I gripped. To this day I can

Taste his tenor on my hands.

(The Penguin Book ol lrish Verse, p.384.)

(4) "the Ulster morass" (The Figure in the Cave, p. 52.)

(5 ) "the last bard of the O'Neills" (Ihe Rough Field, p.7.)

(6) Catchins a bus at Victoria Station,
Symbol of Belfast in its iron bleakness,
We ride through narrow huckster streets.

(TheRoushField, p 12.)

(7) "Bushmill hoardings, Orange and Lrgion Halls" (The Rough Field, p. L2-)

(8) 'God is Love', chalked on a grimy wall
Mocks a culture where constraint is all.

(The Rough Field, p. 12.)

(9) "that glorious autumn day" (The Rough Field, p. 12.)

(10) "The Lament of Owen Roe O'Neill"
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(ll) Cf.OliverGoldsmith, "TheHistoryofCarolan, theLastIrishBard" inTheFieldDay
Anthology of lrkh Writing, gen. ed. Seamus Deane (Derry: Field Day Publications, l99l),
l, 667 - 68.

(12 ) Ancient lreland, indeed! I was reared by her bedside,
The rune and the chant, evil eye and averted head,
Fomorian fierceness of family and local feud.
Gaunt figures of fears and of friendliness,
For years they trespassed on my dreams,
Until once, in a standing circle of stones,
I felt their shadows pass
Into that dark permanence of ancient forms.

(The Rough Field, p. 17.)

(13) The Greeks say it was the Turks who burned
down Smyma. The Turks say it was the Greeks.
Who will discover the truth?
The wrong has been committed.
The important thing is who will redeem it?

(TheRoughField, p l.)
(14) "experience of agitations in Paris and Berkeley taught me that the violence of disputing

factions is more than a local phenomenon" (Ifte Rough Field, p.7.)

(15) "But I've no spade to follow men like them." (Seamus Heaney, "Digging" in Death of a

Naturalist [London: Faberand Faber, 1966], p. 14.)

(16) "successor to the last bard of the O'Neills" (The Figure in the Cave, p. 47 .)

(17) "a medium transcribing a familial and, by extension, tribal message" (The Figure in the

Cave, p. ll.)
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シンポジウム『イェイツ劇のクフーリン像』

藤 本 黎 時

『クフーリンの死』は、既製の演劇の概念を超えた、一見捉らえ所がなく理解に

苦しむ劇であるが、観るものを引きつける不思議な魅力を持っている。題名や老

人の前日上からもわかるように、「クフーリンの生と死をテーマとした」クフーリ

ン劇群の最後を飾る作品として書かれた。能の影響を受けた舞踊劇ということも

あるが、従来の演劇形式に固執することなく、アイルランド神話の中に現代をも

引き入れ、現代を神話化しようとしている。観客の立場から、イェイツにとって、

結局、演劇とは何であったかという問題をも考えさせられる。まずこの劇の重要

なポイントを辿りながら、イェイツにとってのクフーリン像とこの劇を通してイ

ェイツが何を伝えょうとしたかなどを考えてみたい。

『クフーリンの死』(rた D`α滋げC“C加′αれ)は、レイディ・グレゴリーの『ムイ

ルヘヴナのクフーリン』(Lady	G“gory,C“c力

“
あ″″げν″訪帥

“
,1902)の最後の2

章を基にして、イェイツの死期が迫った1938年の晩秋に書き始められた。
(1)こ の事

実から、イェイツは、自分の末期を仮面としてのクフーリンの死と重ね合わせ、自

己を英雄クフーリンと同一視しながらこの劇を書いたという憶測が生まれるのも

もっともである。

イェイツのクフーリン劇群を、その背後に、イェイツの伝記的要素を想定しな

がら読むことも可能であるが、伝記的事実のみを追うだけでは、劇の周辺の事情

を興味本意に詮索するだけに終始し、芸術作品としての劇の真の評価はできない

し、この劇を書いたイェイツの意図も判らないであろう。『クフーリンの死』は他

のクフーリン劇群と同様に、まずアイルランド神話の劇化であり、クフーリン劇

群5部作の完結編に他ならない。

この劇の冒頭で前日上を述べる老人に、老年の詩人イェイツの姿を重ねようと

する人があるかもしれない。イェイツは、そのことを予想して自分のイメージを

払拭しようとしたのか、わざわざ卜書に、「神話から抜け出したような老人」と断

っている。しかし、老人の前日上には、イェイツの劇作家としてのこれまでの経

歴や、劇場運営で観客に手を焼いた体験が顔を覗かせている。陽気で冒涜的な言
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辞を吐く、このふうてん老人を、“The	Wild	01d	Wicked	Man''の マスクを被った詩

人とみることもできよう。K.ヮ ースが言うように、ここには後期の詩にみられる

ような、詩人自身のアイロニカルな戯画がみられる。
(2)

老人は、これから始まる劇について、あれこれ弁解じみた言葉を弄する。老人

は実在の人物なのか、神話上の人物なのか判然としないところがある。また、そ

の前日上にも人を食ったところがあって、この劇の納め口上の娼婦の歌と同様に

現実と神話の世界との混同、混乱が見られる。この劇の演出家の役を自認してい

る老人は、劇が佳境に入って興奮しそうになったら太鼓と笛を鳴らすよう楽師に

頼んではいるが、述べる日上はひょうひょうとしていて、冷めている。老人は、興

奮することなく冷静に、劇の進行役を果たす詩人のもう一つの自己でもあろうか。

また、この劇はクフーリン・シリーズの最後の作品として、劇の進行上他のクフー

リン劇のテーマとも当然関連してくる。この点については、観客がこれまでの物

語の経緯やレイディ・グレゴリーの書いた物語を知っていることとしているようで

ある。

幕が上がって、最初の場面でのクフーリンとエスナ・イングバの対話は、先に書

かれた『エマーのただ一度の嫉妬』(勧ιO″タノ
`α

′ο郎ッげD“r)と の関連で読めば

一層はっきりする。エスナ・イングバは、クフーリンに対し、メーヴの軍勢との戦

いへ馳せさんずるようにとの妻エマーの伝言を伝える。しかし、クフーリンは、エ

スナの言葉には裏があることを見抜き、彼女がエマーの本当の伝言の書いてある

手紙を持っていることに気付いて、事の真相を知る。クフーリンはエマーが妻と

しての誇りを捨ててエスナ・イングバを自分のところへ遣わし、エスナの誘惑によ

って、勝ち目のない戦いへの出陣を1日思い留まらせようとしていることを知るわ

けである。エスナ・イングバの偽りの伝言は、実は戦いの女神モリグーの計らいだ

ったわけで、この時、正気に返ったエスナも、モリグーの魔法のせいであったと

知る。このようなやりとりから、クフーリンをめぐっての二人の女性間の対立が

わかる。このように、クフーリンは事の真相を知り、討ち死にすることを予見し

ながらも、これを宿命と受け止め、出陣への意思は変えない。

クフーリンが、荒波に立ち向かって死んだ自分を「甦らせてくれたのは妻エマー

だった」と、エスナの気持ちを逆なでするようなことを言うと、これに対してエ

スナは、「本当にあなたが心を向けたのはこの私だった」と言い返す。しかし、エ

スナ・イングバが今は心変りし、老いた自分を捨てようとしていることを見抜いた

クフーリンは、「月の下にあるもので変わらないものはないのだが、おまえは、も

し心変りしたら私に殺されると思ったのだ」と言い、さらに、次のように言う。
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And if I have not changed that goes to prove

That I am monstrous.

クフーリンのこの台詞は、自分も変わったことを認めているようでもあるが、ま

た逆に、自分は変わっていないので、自分は人間ではない、怪物にも等しい超人

的な資質を備えた存在だと言っているようでもある。つまり、この詩行は両方の

意味に解されるし、その方が、クフーリンの超人的な生きざまを感じさせるのに

好都合であろう。

いずれにしても、エスナとのやりとりから、何者も倒すことができなかった超

人的なクフーリンは、今や自分の死を覚悟していることが察せられる。クフーリ

ンは、超人的な存在から、死を免れない人間的存在へと変わったことを自覚して

いる。英雄も所詮人間であり、英雄になる条件は人間としての壮烈な死を遂げる

こと、つまり、畳の上での静かな死ではなく、これまでの激しい生き方に相応し

い激しい死に方である。これは、題名が示すように、この劇の主題でもある。

次に、暗転して、六ケ所の傷を負ったクフーリンが再び登場し、石柱に自分の

身体をくくりつけようとする。そこに、かつての仇敵、今は老いたイーファが登

場する。バーリャの浜辺で、クフーリンに息子を殺されたイーファは、復讐が目

的であり、怪力のクフーリンが動けないように、自分のヴェールでさらに縛る。二

人の間で交わされる会話は、愛と憎しみの入り混じった人間の複雑な心理をよく

表わしている。

今やクフーリンは致命傷を受けており、長年復讐を目差してきたイーファは持

てる刀で一気にクフーリンを殺ることができる。しかし、一方、彼女の心中には

クフーリンに魅かれる気持ちも残っており、息子の最期の模様を尋ねながら、た

めらいちゅうちょしている。イーファが、「お前を殺す前に、聞かねばならぬこと

がある」と言いながら、クフーリンと少しでも長く話を続けたい素振りを見せる

ところから、彼女がクフーリンを探し求めてきたのは、彼への憎しみだけでなく

愛からでもあったことがわかる。

やがて、そこへ盲人が登場 して、二人の会話は中断させられる。その盲人は、

『バーリャの浜辺で』(0″ BαJ′ι'S	ttZの の中でフールと一緒にいた盲人である。

彼は、クフーリンの息子の出生の秘密を知っていたが、さらに、クフーリンが息

子を殺した時には、肉眼でこそ確認できなかったが、唯一の目撃者にもなった。こ

の盲人が、今やクフーリンの首を切り取る役回りとなるのは、不思議な巡り合わ

63



せというべきである。

ところで、その首の賞金 12ペニーはどのように解すべきか。12ペニーは、盲人

にとってこそ適当な実現性のある値段であるかもしれないが、英雄の首の代価が

12ペニーとは、クフーリンはもちろんのこと、・私たちにも安すぎるように思われ

る。12と いう数は、キリス トの弟子の数と一致する。キリス トを売り渡したのは

12人の使徒の一人イスカリオテのユダであったが、英雄クフーリンを売り渡すの

は、老いばれ乞食の盲人である。
°

また、12ペニー、すなわち1シ リングという単

位は無一文というイディオムにも使われるように、お金としての価値はほとんど

なきに等しい(Cf.“cut	off	with	a	shining")。 しかし、クフーリンは、12ペニーは人

を殺すに最上の理由だと言う。このクフーリンの主張には、もちろんアイロニー

がある。12ペニーのお金欲しさに殺人を犯そうとする動機は、私たちの心中に潜

んでいる打算的な卑しい精神を象徴する。

英雄クフーリンが、わずか12ペニーの報酬目当てに、しかも首きり役人の斧や

刀ではなく食物用のナイフで殺されるということは、英雄の功績はもはや 12ペ

ニーの値打ちしかなくなったこと、つまり、今や英雄の真価が世間に理解されな

くなったばかりでなく、神話の英雄の時代は過ぎ去り、新しい価値観の時代に移

行したことを意味する。英雄クフーリンとわずかなお金欲しさに英雄の首を求め

る盲人とは対照的であって、両者の落差が大きいほど絶望感と悲劇感は高まる。

次に、盲人とクフーリンのやりとりをみてみよう。

Cuchulain. My mother or my nurse said that the blind

Know everything.

Blind Man. No, but they have good sense.

How could I have got twelve pennies for your head

If I had not good sense?

『バーリャの浜辺で』においてと同様、ここでも盲人は知恵者であり、クフーリ

ンはそのことを認めている。しかし、盲人はそれを否定する一方、goOd	senseを も

っていることは認める。このgood	senseと いう言葉には2重の意味がある。一つ

は、盲人は優れた判断力と洞察力をもち、賢明だということ。いま一つは、視力

こそないが、それに替わる鋭敏な感覚をもっているということ。これは、今しも

切り取ろうと、手探りで首を探し求めている時でもあり、動物の嗅覚にも似た、不

気味で鋭い感覚を連想させる。
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イェイツのクフーリン劇では、英雄クフーリンの戦場での功績をテーマとして

いない。劇中、戦闘の活劇は『クフーリンの死』の本筋とは相いれない。クフー

リンが戦い、6個所の致命傷を受ける場面も舞台の上では演じられない。笛とドラ

ムと一瞬の暗転という素朴な演出によってクフーリンの身に起こる異変を暗示し

ているにすぎない。クフーリンを殺して息子の復讐をしようと思っているイーフ

ァに愛と憎しみの入り混じった感情があるように、クフーリン劇シリーズのテー

マは男女の愛憎の絡みであり、それが象徴的に演じられる一種の象徴劇であろう。

舞台装置も簡素であって、討ち取られた首を黒い四角い板で表そうとするところ

からも、リアリズムを不要としていることがわかる。

最後に、舞台は現代のアイルランドに移る(卜 書きに、「現代のアイルランドの

縁日で聞かれるような音楽がなる」とある)。 辻音楽師が登場し、娼婦が乞食にう

たった唄を披露する。死んだクフーリンは、今や民衆の中に歌い継がれるバラッ

ドのなかに生きている。ちょうど盲人が、視力は失っていても、優れた判断力と

洞察力をもった知恵者であるように、常々人々から蔑まれ、世間から見捨てられ

た存在である娼婦が、実は人々を許し、全てを受け入れる包容力をもっているの

である。また、この娼婦は神話時代から今日まで長い年月を生きて、人々の苦し

い歴史を知っているアイルランドを擬人化したものであろうか。

娼婦は、これまでの体験を思い返し、「人々が愛 し憎むもののみが、人々にとっ

て唯一の実在なのか」と問う。この告白は、娼婦のこれまでの体験が裏打ちされ

た実感である。イーファのクフーリンヘの愛憎のように、相手に対しての愛着と

憎悪の交錯する感情の中で、初めてその人の唯一の実在感、存在感を知ることが

できるわけである。神話の中のクフーリンは、不滅の存在であったが、愛憎の感

情を持つ人間として死に場所へ赴いた時、肉体は滅んでも人々の心中に甦り、彼

の記憶は今日の人々の心の中に生きているのである。

こうして甦ったクフーリンは、1916年の復活祭蜂起の英雄たちにも現れた。娼

婦の唄は次のように続く。

What stood in the Post Office

With Pearse and Connolly?

What comes out of the mountain

Where men first shed their blood?

Who thought Cuchulain till it seemed

He stood where they had stood?
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ここに至って、クフーリンは、神話的価値のみならず、政治的、歴史的価値を

も持つようになる。クフーリン劇を通して、イェイツは人間の英雄的資質を象徴

的に描こうとした。彼は、ドロシィー・ウエレズリー(Dorothy	Wcneslcy)宛 の手紙

の中で「クフーリンは、恐怖とは無縁の創造的喜びそのものだったので、わたし

には英雄像となるように思われました」
°
と言っている。また、イェイツにとって、

クフーリンは、男性としての果敢な生き方、勇気、活力の象徴であったばかりで

なく、アイルランド国民に民族のエ トスと誇 りを取 り戻させるための国民的英雄

像であった。イェイツが、クフーリンとともに復活祭蜂起の英雄 ピアスやコノ

リーたちのことを歌おうとした理由はそこにある。こうして、クフーリンは、単

に神話の中の英雄としてだけでなく、いわば、アイルランドの守護神として、今

も人々の心中に生きているのである。

St.Enda's	Schoolの 創設者であった ピアスは、学校の入口にクフーリンの肖像

をかかげて、生徒たちの民族精神を鼓舞 したということである。
°ピアスは次のよ

うに書いている。

私たちは、アイルランドにクフーリンの雄々しく高潔な伝統を再創造し、不

朽 のものとしなければならない。恥辱のうちに長く生きるよりは、名誉を受

けて短い生を終えるほうがよい。私の名声と功績が死後残るのであれば、た

とえ一昼夜しか生きられないとしてもかまわない。
0

復活祭蜂起の英雄ピアスは、クフーリンを念頭に浮かべて戦ったといわれてい

る。蜂起軍の司令部がおかれたダブリン中央郵便局が再建された時、その故事に

もとずいて、オリヴァー0シ ェパー ド作の彫像がそこに立てられた。イェイツは復

活祭蜂起の英雄たちのことを何度か詩に歌っているが、実在のピアスやコノリー

をアイルランド神話の英雄、クフーリンと同列に並べて歌うことによって、実在

の彼らを神話体系の中の英雄たちに祭り上げ、クフーリン以来の栄あるアイルラ

ンド民族の伝統を継承するものとしている。また、イェイツは、こうすることに

よって現代をも神話のなかに取り込もうとしている。この劇の冒頭の老人の回上

や、辻音楽師による劇の納め口上は、そのことを暗に物語っている。

復活祭蜂起の英雄たちにとって、復活祭蜂起は、いわば彼等の前にある十字架

であり、彼等にとって復活祭とは、自分たちの血の贖いで聖なる伝統のアイルラ

ンドを復活させることであった。ピアスは、「流血は浄めの神聖な業である。アイ
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ルランドが贖われ、救われるには、アイルランドの息子たちの血汐が必要となろ

う」
0と

言っている。したがって、彼らの蜂起という行為に、聖なるアイルランド

を甦らせるための宗教的殉教の精神をみる。

クフーリンのように、勝算がないと判っている戦いに挑んだ彼らは、ロマンテ

ィックな夢に賭け、幻想を追って生きた。彼らは、クフーリンのように、英雄的

行為の成就としての死を選んだわけである。復活祭蜂起が、流血の贖いによる新

生アイルランド復活の儀式であったとすれば、劇『クフーリンの死』は、神話の

英雄の復活のための儀式であろう。クフーリンの死についてイェイツが書きたか

ったことは、祖国復活の夢に殉じた蜂起の英雄たちの場合と同様に、日前の目標

や功利的目的をもった行動ではなく、むしろ夢そのもの、また、夢に生きるロマ

ンティックな行動そのものであった。イェイツが次の詩行で歌っているように、

詩人を「魅惑 したのは夢そのものであった」のである。

And when the Fool and Blind Man stole the bread

Cuchulain fought the ungovernable sea;

Heart-mysteries there, and yet when all is said

It was the dream itself enchanted me:

Character isolated by a deed

To engross the present and dominate memory.

Players and painted stage took all my love,

And not those things that they were emblems of.

("The Circus Animals' Desertion")

(1)1938年 10月 、Ethel	Mannin宛 の手紙参照。

Cf	Allan	Wade(ed),rル ι
`′

′
`rsげ

〃a	ttars(Rupen	Hart‐ Davis,1954),pp.917～ 18.

(2)Kathanne	WOnh,動 ι

"s力
D″α

“
´″ E“′οPι クο

“
降″sわ Bι″ι″(London:The

Athlonc	Prss,1986),p.187.

(3)Ci	Richard	Taylor,T力
`pra“

′げ Z3Y“ 村 ″′sヵ ″ノカ′″′′力ι	Japa″ι
“

ⅣO(Yale

Univesiけ Press,1976),p.189.

(4)A‖ an	Wade,″ ″"p,13

注
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(5) Cf. Richard J. lnftus, Nationalism in Modern Anglo-lrish Poetry $he University of

Wisconsin Press, 1964), p.301.

Cf. Georges-Denis Zimmermann, Songs of lrish Rebellion; Political Street Ballads and

Rebel Songs 1870-1900 (Dublin: Allen Figgis, 1967), p.70.

(6) Oliver MacDonagh, W.F. Mandle and Pauric Travers (ed.), Inslt Culture and

Nationalism, 1750-1950 (lhe Macmillan Press Ltd, 1983), p.139.

(7) Georges-Denis Zimmermann, op. cit., p.71.
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クフーリン劇の共時性と仮面の変貌

一 アイヌ叙事詩の英雄との比較を通して一

内 藤 史 朗

カーモードならずとも、イェイツの劇は、性格の劇ではなく、仮面の劇である

ということは言える。日本の能もその意味で受容された。

仮面の劇ということは、イェイツの場合、舞踊が重要になるのであって、「踊り

子」と「踊り」が区別されない「踊っている瞬間」のような「永遠に通じる現在」

を追求しているのではないだろうか。そうであれば、動詞に現在形しかないアイ

ヌ語の叙事詩はイェイツと共通性を有していることになる。しかしながら、そう

はいっても、叙事詩やイェイツの劇は、語りとしての通時性diachronicけ を「永遠

に通じる現在」としての共時性ッnChrOniC,と ともに有していることは、否定で

きない。殊に、イェイツがグレゴリー夫人の「語り」に基づいてクフーリン劇を

作ったのなら、通時性は色濃く残っているかもしれない。それに、能の様式をイ

ェイツは、受容しているのだから、能の「語り」の要素が彼の能劇に見られるこ

とには異論あるまい。

しかし、クフーリン劇に限定していえば、イェイツのクフーリンのセリフには、

「語 り」の回調は極めて少ない。ということは、クフーリンに限っていえば、

diaChrOniCityよ りもSynChЮnicityを 追求している可能性があるのではないかと筆者

は考えた。

イェイツ以前の叙事詩『クーリーの牛争い』とグレゴリー夫人の『アルスター

の赤枝戦士達の物語』によれば、クフーリンの誕生について多少の相違が両者に

はあるが、「かげろう」(`mayny')を媒介として、太陽神ないしは「ルー」という神

が彼の父親であり母親は人間である。イェイツのクフーリンもこれを踏襲してい

る。

アイヌ叙事詩の英雄ポンヤウンペも父親は神、母親はアイヌすなわち人間であ

る。神は「裾の辺りに炎を燃やしている」と指摘されるし、アイヌは太陽を崇拝

する。やはり太陽と関連のある神と考えられる。

クフーリンが「クランの大」という意の渾名であるように、ポンヤウンペも「北

海道の(内陸の)小さい童」という意の渾名である。名前からして仮面である。
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レヴィ・ストロースのいうように、「神話」(myth)に は、宇宙論の立場と社会生

活の立場の矛盾がみられるが、父を神とし、母を人間それも同一民族とすること

で、うまく両者の立場を調整している。

クフーリンとポンヤウンペとを比較して、共通点を拾い、表にすると、

クフーリン ポンヤウンペ

1.神 と人の子だがクランの大としての身

分とされる。
1.神 と人の子だが孤児にされる。

2.妻になるエマの父を殺害。 2.好意を寄せる女の兄を戦いで殺害。

3.実の息子を戦って殺害。 3.従兄の父の兄を戦いで殺害。

4.怪物と戦い殺される。
4.「火の燃える人食い槍」と戦い殺され

る。

5.英雄的に死ぬが、生き返る。
5.そ の戦いで英雄的に戦い死ぬが生き返

る。

6.生 き返るが、妻との愛の記憶失う。
6.生 き返るが、接骨で骨不足し背低くな

る。

7.作者の一人称を代弁する要素あり。 7.左に同じ。

8.作者の仮面になっている。 8.左に同じ。

上の表の2と 3は、近縁の者を殺害する点で共通している。近縁関係の過小評価

であって、過大評価(例えばオイディプースの母親との結婚)と 同じくデフォルメ

によって神話的構造を示しているのである。

ここで、とくに両者の共通性とおもわれる興味ある「槍」のイメージを挙げる

ことにしょう。クフーリンの「槍」は、ゲイ・ブルグ(Gae	Bulg)と いう多くの棘の

ある必殺槍である。私はこの棘は「炎」を連想させるイメージだと思うし、この

槍は、西洋ことに北欧やケル トの神話伝説の「炎と血の槍」のヴァリアントだと

考えている。ところが、アイヌのポンヤウンペの叙事詩にも怪物である敵の槍が、

「スネ・イペ・オプ」という「火の燃ゆる人食い槍」として登場する。この叙事詩は

十七世紀の作という説もあり、この説に従えば、日本の火縄銃を古来伝承の「炎

と血の槍」のイメージで表現したのかもしれない。この槍の炎は、「聖」を表し、

血は、「俗」を表すとしたら、この槍のイメージはアンビヴァレントである。イー

ファのクフーリンに対する感情も、愛・憎あって、アンビヴァレントである。アン

ビヴァレントな感情が、日常世界を越えて、神話世界へ導くことは容易に推察さ

れる。この神話世界は、synchЮnicityの世界であって、クフーリンもポンヤウンペ

も超自然的存在と戦い死ぬが、両者とも生き返る。このような復活はシャーマニ

ズムでは信じられていた。両者ともに女シャーマンにいろいろ教えられ、ポンヤ

ウンペは死んで骨が粉砕されても姉の女シャーマンが足らない骨は楡の枝で代用
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して骨をつなぎ息を吹き込んで生き返らせる。復活したことはしたが、骨不足の

ため以前より背が低くなった。それ以後アイヌ民族の背丈は低くなったといって

話を結んでいる。ここに民族がアジア系の他民族と混血したことを読み取れない

こともない。すでに私はアイヌ語はゲーリックや北欧語と関連があるのではない

かと考え拙著潅αrs	t	Eρ

"力

α〃で述べた。先程述べた「炎と血の槍」にしても、ケ

ル トや北欧民族からアイヌまで、共通のイメージが広がっている。

クフーリンの復活にしても、記憶を失うのであるが、ここでも、民族の流浪の

果てに失 った記憶のことを示唆しているのかもしれない。ポンヤウンペがアイヌ

民族の英雄として民族全体をシンボライズしているように、クフーリンもアイル

ランドことにアルスター地方や北部アイルランドの英雄としてその地方の誇りと

なっていいはずである。クフーリンに対する見方は北部と南部とで違っているが、

イェイツは、北部の方の見方に立っている。しかし、このようなことは、diachЮnic

な問題であって、イェイツのクフーリン劇は、引き立て役としての道化的人物が

diachronicな 見方しかできないのに対して、クフーリンはsynchrOnicな人物像とし

て描かれているのではないか。そうであれば、アイヌ叙事詩のポンヤウンペとク

フーリンに共通の共時性にはイェイツも意識しなかった普遍性がある。

以下、劇作品からクフーリン像のwnchronicな要素を挙げてみよう。

You will stop vith us, / And we will hunt the deer and the wild bulls; / And, when

we have grown weary, light our fires / Between the wood and water, or on some

mountain / Where the Shape-Changers of the moming come. ("On Baile's

Strand",5ll-5)

これは、クフーリンが、'イ ーファに生ませた息子に実の子だとは知らずに語るセ

リフであ る。ここには、魔女や妖精のような超自然的存在の支配する世界が描か

れている。クフーリン自身がそういう世界と深く関わっていることを、次のセリフ

は示している。

For you thought / That I should be as biddable as others / Had I their reason for
it;but that's not true; / For I would need a weightier argument / Than one that

marred me in the copying, / As I have that clean hawk out of the air / That, as

men say, begot this body of mine / Upon a mortal woman . (lbid., 279 - 86)
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さらに、太陽から生まれた父なる神が、地上の母に生ませたのが、自分である

という。

I am their [gods'] plough, their harrow, their very strength; / For he that's in the

sun begot this body / Upon a mortal woman.... (lbid.,492- 4)

『王の敷居』では、王の権力に屈しない詩人を描いたが、詩人のこの不屈の精神

を、このクフーリンは、受け継いでいるように見える。そして、この精神は、能

の様式を取り入 れた『鷹の井にて』のクフーリンに受け継がれている。詩人から

クフーリンにこの精神を受け継がせたのは、神話的人物によって、民族意識とい

う規模で、反権力の精神を奮い立 たせる意図もあると思うが、何よりも現在にこ

の精神を蘇らせること、すなわちッnchronicな人物像を意図したと考えられる。

『バ リアの浜にて』では、クフーリンの波との戦いは阿果の口を借りて描かれてい

る。diachЮ nicの世界からは`unSeen'に されている。そしてイメージで観客の心眼

に訴える。これは、synchronicな人物像を作るのに有効であった。

このラスト・シーンのクフーリンについていえば、波浪と戦っている瞬間は、踊

り子の踊 っている瞬間と同じように、「永遠に通じる現在」なのであり、この場合

は、「死中に生、生中に死」を追求しているとも言えるであろう。これは、『鷹の

井にて』のクフーリンでも同じことである。

詩「一九一六年の復活祭」において、あの郵便局の中で、指導者の傍らにクフー

リンの霊がいたということが、イエィツによって示唆されるのもsynchЮ nicな意味

がある。『鷹の井にて』の冒頭で、「心眼」に訴えているのもsynchЮ nicな意味でで

ある。この劇の鷹の踊りはさきに引用したセリフにあるthat	Clcan	hawk	out	ofthc

air/That,aS	men	Say,bCgOt	thiS	bOdy	of	mine'と 関連はないだろうか。レヴィ=ス

トロースは、宇宙論と社会生活の二つの矛盾する立場・見方が神話にあることを指

摘している。この劇のクフーリンは、社会生活の方に傾いた。それは、民族的英

雄としての面を強調したかったからである。そうすると、本来的な伝承的人物の

持っていた神話性のsynchronicな面が欠けることになる。オカル ト的でシャーマ

ニスティックな、宇宙または大自然と人間とのcorespondencesを、イエィツが利

用しても不思議ではない。鷹の踊りの動機がはっきりしないのは、この辺りにそ

の原因があるのではないか。

私見によれば、鷹の踊りは、虚の美を表現し、クフーリンの英雄的行動の背景

には、虚の体と虚としての現世の認識がある。能の舞踊とはそのようなものだと

72



思う。だから、鷹の踊りの動機ははっきりしないのだと思う。

能のこのような虚としての現世の認識は、アイヌ叙事詩とも共通している。こ

の意味では、インドの古典劇とも共通であり、イエイツは、インド劇のことはそ

れに関する著書か ら知っていた。能とアイヌ叙事詩とインド劇の登場人物は、「人

生は虚(vanity)で ある」の認識の上に構築されたフィクションの世界の人物であ

る。

『バリアの浜にて』のラスト0シーンでも、クフーリンが海中に入り波浪と戦う

のは、グレゴリー夫人の話では、	ドルイド僧にコナハー王が命じてやらせたこと

になっている。しかし、イエイツの劇では、わが子を知らずに殺した後、それを

知ったクフーリンの狂気のなせる業となっている。グレゴリー夫人の話は、「説明

的」であって diaChrOniCで あるが、イェイツ劇の方が直かに観客に訴え、syn―

chЮnicである。

1903年にモード0ゴンのマックブライ ドとの結婚の報を知って、イェイツは、自

分の「衝動的本能を抑制する臆病で批評的な知性」と、「マックブライドのような

批評的知性に欠けているが本能に基づいて行動する能力」をそれぞれクフーリン

とヨナハーで体現 させ、そのように改訂したと、エルマンは言う。最初の草稿で

は、クフーリンはリチャー ドニ世のように優柔不断であったのが、これ以後 main

conmctに イーファヘのクフーリンの愛を絡ませて彼の息子との対決もこの con‐

■ictに絡ませる。そのために、クフーリンは劇の初めから「強く誇り高い」人物

に書き直された。このように作者の感情移入をしながら、人間的立場の方を、

sourceの筋書きより優先させた。勿論、これはsyncЮnicな人間像を創造するのに

役立った。

この劇のラスト0シーンで、クフーリンは海の波と戦って死ぬことになってい

る。ところが、グレゴリー夫人の 話では、そういう説もあるが実際はムールヴ

ァーナで死んだとある。『エマの唯一の嫉妬』になると、グレゴリー夫人の話には

ドルイ ド僧がコナハー王に命ぜられて、忘れ薬をクフーリンに飲ませ彼はファン

ドを忘れ、エマも薬でファンドを忘れたことになっている。これは、「説明的」で

diaぬЮnicである。イェイツ劇はドラマチックにするため、ファンドとクフーリン

の愛に嫉妬したエマは最後まで正気である。エマが、クフーリンを、条件付すな

わち「彼との思い出を捨てる」という条件で、この世に生き返らせるか、それと

も、彼がファンドとあの世へ行ってしまうか、いずれかの選択をプリクリウに迫

られて、前者を選ぶ。その結果、愛人のアイスネ・インガバとクフーリンは一緒に

なって、エマを忘れて去っていく。しかし、このクフーリンは、プリクリウかも
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しれないが、そぅとらない方が、エマの悲劇性を高める。エマの愛は記憶と切り

離された時、悲劇的であるが、彼女の愛には真実性がある。一方、クフーリンの

エマヘの愛は、過去への執着すなわち記憶と一体になっていて、結局「シーの女」
の誘惑に負ける。これは一概にクフーリンの矮小化といいきれない面がある。な

ぜなら、「鷹の血を引く」クフーリンは、「半鷹、半女」の「シーの女」に引き付

けられるからである。かくして三つのクフーリン劇が繋がる。

ここで、この半鷹・半女の「シーの女」とクフーリンの関係はどうなっているの

かについて三神弘子氏の説明を引くことにしよう。氏は、この両者の関係には、対

立と融合の両方が見られるとする。その裏付けのevidenceと して、『幻想録』の言

葉を引用している。

「子どものころからブレイクに夢中になっていたので、この世を闘争だとみな

し、対立と否定とを区別して考えることができた。『対立は肯定であり、否定は対

立と異なる』と、プレイクは書いた。」一三神氏訳

“

/'sJO″ ,p.72)

クフーリンの霊が「シーの女」に引かれていくのは、霊が大自然へ回帰するこ

とであり、これは、アイヌ叙事詩の宇宙論と同じである。クフーリンの復活をあ

えてイェイツが劇化 したのも、アイヌ叙事詩でポンヤウンペが復活じアイヌ民族
の一人としてsynchronicな意 味をもたされていることと関連があるように思われ

る。つまり、社会すなわち民族共同体の生活において意味があるのである。宇宙

論と社会生活の両面で意味のある構造をイェイツは意識していなかった。ただ、

彼はИ″レαν開げを表現しょうとしたと考えられる。

クフーリンの霊のエマについての記憶は、繰り言のような繰り返しに過ぎない。

繰り言といえば、『鷹の井にて』の老人も繰り言を言う。このような繰り返しは、
di¨hЮniCであつてwnChrOniCで はありえない。ところが、エマの愛はwnchЮnic

といえる。エマとクフーリンとの関係は、若者としてのクフーリンと老人との関

係のように、synchronicな行為をする人物とdiachЮnicな人物像との関係になる。

さて、いよいよ、クフーリンの変貌について述べることにしよう。『クフーリン

の死』に立ち入る前に、能の影響を受ける前の劇『緑の兜』のクフーリンを見て

みよう。この劇は “An	heroic	hce"と いう副題が付いていて、comicalな 劇だが、

クフーリンが笑われているわけではない。ライバルのリァリーやコナルの自惚れ

が俎上に載せられて、笑われる。クフーリンは、外的仮面(eXtemal	maSk)と して英

雄として描かれる。ところが『鷹の井にて』から『エマの唯―の嫉妬』のクフー

リン像に「意識されない構造」が見られるようになってから、言い換えれば、イ

ェイツの言う“Anima	Mundi"が見られるようになってから、最後のクフーリン劇
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では、内的仮面(intcmal	maSk)になる。

すでに、拙著 拷αrs	α″α&″ で述べた、鈴木大拙の著書のイェイツヘの影響を補

強するものとして、グレゴリー夫人のsourceに 次の文が見いだされた。

'But he that will not show respect for the small, though he is great, he will get no

respect himself .' (Cuchulain of Muirthemne, Chapter XX)

これは、魔女がクフーリンに忠告するセリフである。

確かに、『クフーリンの死』のクフーリンは、12文欲しさに彼の首を獲りに来た

盲人に敬意を示している。もっとも、この盲人は、グレゴリー夫人の話にはない。

I think that you know everything, Blind Man. / My mother or my nurse said that

the blind / Know everything. ("The Death of Cuchulain"' 173- 5)

ここには、詩「慰められたクフーリン」のクフーリンと同じように謙虚なクフー

リン像を見ることが出来る。これは、イェイツの内省を示す内的仮面である。

参考文献

イェイツ劇からの引用はVanOrum版 。グレゴリー夫人からの引用はColin	Smythe

版。アイヌ叙事詩は新泉社版、ポン。フチ著『アイヌ語は生きている」『ユーカラは

甦える」に拠る。拙著(英文)二冊は山口書店刊。

F.Kermode,RO″ ″́′た′
“

agι (Routledge,1957).Joseph	Dunn,tr,T力 ι/″cra“′rrFs力 E′κ

raた f	raЙ	Bο	c“ a′″gι “r力
`C“

α′″g`C´″′′‐Rα″"(David	Nutt,1914).ジ ャン・フラピエ ,

天沢訳『聖杯の神話』(筑摩書房 ,1990)。 レヴィ=ス トロース,川 田他訳『構造人類学』

(みすず書房 ,1972).Hmwitz,動
`′

″ど′
`″

動
“
rr`(BlaCke&SOn,1912)Reg	Skene,動

`

c“cヵ

“
′a“ P′ ýsげ〃B″″s(Macmillan,1974)R.EImann,レ arsi動

`ν
α″&r力¢ ″αsls

(Macmillan,1948).三 神弘子「イェイツの演劇の現代性」『英文学会会報」(大谷大学

,1984)所収。

日頭発表後に稿を改めて書いた拙稿「クフーリン像における仮面の変貌」、『西洋

文学研究』十二号(大谷大学西洋文学研究会、1991年 12月 )があることを付記してお

く。
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書評:盛 節子著『アイルランドの宗教と文化

― キリスト教受容の歴史』

1991年 日本基督教団出版局

清 水 重 夫

ジェイムズ・ジョイスの作品を読んでいて、アイルランドについていろいろな疑

間を持つ。たとえばジョイスが学んだクロンゴウズ・ウッド・カレッジ7ま ジェジュ

イットの学校である。ではジェジュイットとはどういう集団なのか、そしてそれ

はアイルランドの他のカソリクックの団体とどういう違いがあるのか。またアイ

ルランドは95パーセント以上がカソリック教徒の国であることを誇っているが、

同じカソリックといっても、大陸のカソリックとは違っていて、アィルランドの

特殊性があるといわれている。ではその特殊性とはどういうものか、その起源は

どこにあるのか、など疑間が出てくる。スティーヴン・デーダラスは同じくジェジ

ュイットのベルヴェディァ・ヵレッジに行く。卒業時に校長に呼ばれて、僧職につ

かないかと勧められる。ジェジュイットの僧職になるとはどういう事なのか、ど

ういう生活が未来にあったのか、という疑間が出てくる。また、『ユリシーズ』で

は19世紀の後半から20世紀に至るアイルランド社会の歴史、宗教、社会生活につ

いて、基本的知識をもつことが要求される。がそれだけでなくデァ ドラ、クフー

リン、オシーン、聖パ トリック、聖コロムキル、聖コロンバヌスなど、アイルラ

ンド語の文学の世界、キリスト教に関連した民間信仰などの知識も必要となり、そ

の知識によって作品解釈に微妙な違いがでてくる。このことは単にジョイスの作

品だけでなく、イェイツの詩や芝居を研究する場合でも、その他オケーシーゃシ

ングの作品と読むときにも同じである。ここにアイルランドの文学研究の特徴、

特殊性がある。こういう疑問や知識については、ギフォー ドゃ、ジェファ_ズの

参考書などにあたればある程度の答はでてくる。しかしさらに詳しい事を知るた

めには、ひろく歴史書その他にあたることが必要になってくる。盛 節子氏の『ア

イルランドの宗教と文化―キリス ト教受容の歴史』はその表題の通り、アイルラ

ンドの キリス ト教(特にカソリック教)のあり方を知る為には格好の本である。

その意図は序章に出ている。「教会制度、霊性、キリス ト教文化が、それぞれア
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イルランドの伝統的社会制度、慣習や価値観、そして土着文化に、どのように適

応、浸透し、あるいは融合されているか」がその意図である。本書は3部に分かれ

ていて、第 1部は「聖パ トリックとその周辺―史実と伝承性」と題して、アイルラ

ンドの守護聖人といわれる聖パ トリックについての最近の研究の成果を紹介しな

がら、宣教期間の問題、宣教の背景と活動範囲、アーマーの首位権との関連の3点

に就いて論じている。著者の専門領域に関連する事については、細部について、も

う少し読む方に基礎知識が必要なところが多いが、いわゆる「聖パ トリック伝」の

著者たちの立場、そしてパ トリックの生きていた当時の教会の状況などがわかっ

て興味深い。最も興味を引いたのは第3章「世俗権力との関わり」でパ トリックが

キリス ト教をアイルランドに導入したときのアイルランドの王権についての記述

である。パ トリックが最初の復活祭の儀式を執り行おうとした年に、ターラの丘

にその中心を置いたといわれるイ・ニール家の王がいわゆるドルイドの「ターラの

祭」を催した。この祭では、ターラの王宮に火が灯される前に、如何なる場所で

も灯火を禁じ、それを破るものは誰であれ死刑に処せられる、という決まりがあ

ったが、パ トリックの復活祭の明かりがこのタブーを破った。ここで ドルイ ドと

パ トリックの対立があるが、王はパ トリックの教えにおののいて、ついには改宗

する。以上のエピソードを紹介しながら、盛さんは当時の王権の状況を説明して

いく。そして当時の「ターラの王」の地位は、「ターラを拠点とする全土的支配権

力を意味するものではなく、むしろターラに源を持つ共通の祖ニールの権威を継

承するイ・ニール諸王権のヒエラルキーにおいて、その最高権威の象徴として性格

つけられるだろう。」という結論はよく理解できる。さらに興味深いのはドルイド

についての記述である。キリス ト教が入ってくる前のアイルランドの宗教は、キ

リス ト教から言わせれば、いわゆる異教の ドルイ ドたちに握られていた。だが ド

ルイドたちは一体どういう人々だったのかについては、今日不明のところが多い。

著者はヨーロッパ大陸の ドルイドとアイルランドのそれとは性格がかなり違って

いること、『アイルランド古世俗法』には ドルイドについて明記はなく、その階層、

権限、社会的役割は定かでないことなどを、資料にあたった上で明かにする。そ

して、「パ トリック伝承に描かれるドルイ ド像は、多くの場合外来宗教がキリスト

教に抵抗して敗北を喫する土着側の闘士の姿を見せる。それは一見、アイルラン

ドにおけるキリスト教の曙が ドルイドに代表される異教の黄昏を暗示させる。し

かしながら、実際には彼らの改宗も含めて、キリス ト教が双方の価値観の接点を

通して民族の伝統的文化土壌に受容されていったことの方が、初期アイルランド

・キリス ト教の性格を捉える上でより重要性を持つといえよう」と結ぶ。

77



第2部は「アイルランド修道院制―キリス ト教の土着化」で、贖罪巡礼として

ヨーロッパ大陸をまわった聖コロンバヌスの足跡と行跡を追って、その理念、つ

まり「緑の殉教」観について検証する。「緑の殉教」についても、いろいろ意見が

わかれるところではあるが、アイルランドに見られる格別に禁欲的実戦のことの

ようである。贖罪巡礼とはEXLEの ことであるが、20世紀になって、ジェイムズ

0ジ ョイスをはじめ、ヨーロッパ大陸にわたったアイルランド人は多くいるはずだ

が、その伝統は6世紀のコロンバヌスの時代にまで遡れるものなのかも知れないと

思えたりする。ここで盛さんは「復活祭論争」、つまり復活祭の日程をいつにする

かを決めるときに、大陸方式とは違うアイルランド方式を採用したことで、大陸

とは独立した立場をとったアイルランドの事情を明らかにしていく。

第3部「キリス ト教の社会・文化受容」では、修道院制の形成と確立期にあった

6-7世紀のアイルランド・キリスト教の本質的性格が厳格な禁欲主義で、その根

底には神の存在認識と贖罪苦行の理念である、と述べる。そしてその上で、当時

の罪の概念、償いと許しなどについて記述する。やがてそれが8-9世紀になっ

て、アイルランドの修道院の特殊性として、大修道院共同体ができあがり、また

それが世俗化し、富と権力と増大がもたらされたこと、そのために宗教的退廃、社

会的諸弊害がでてきたことを述べる。そしてそれに続いた刷新運動、いわゆるケ

リ・デについて、その実戦、性格を述べる。これに現在の状況にも通じる修道院学

校の役割、さらに女子修道院の性格と役割を扱う章が続く。

アイルランドは聖人の島と呼ばれている。この言い方は11世紀後半のマリアヌ

ス・スコットゥスがその『年代記』ではじめて使ったようだが、現存する聖人伝で

重要な聖人は48人、もう少し入れれば約 1∞人というところである。ところが8世

紀にはすでに10(Ю人の聖人がいたようである。つまり教会を建てればそれだけで

聖人にして典礼で祝うということをしていたようで、これもアイルランドのキリ

スト教の特徴であろう。また、第3部第5章では、モナスター・ボイスにあるアイ

リッシュ・クロスについて細かい説明をして、そのアイルランド的性格を明らかに

している。

さて、盛さんのこの本は大変学問的な本である。扱っているのが8-9世紀頃ま

で、つまり初期アイルランドキリスト教の時代のことである。専門領域について

は門外漢であり、論文の内容について具体的な評価を下す立場にはないが、著者

が始めに明らかにしたこの本の意図はほぼ達成できたのではないかと思う。本書

はこの領域についての研究書としては、ほとんど初めてのものであると聞いてい

る。

78



ところで、アイルランド語の固有名詞も数多くでてくるが、その読み方につい

ていうと、現代アイルランド語だけでなく、古代アイルランド語についても、確

実に調べてあるので頼りにできるものである。最近アイルランドのものの翻訳が

多数出版されているが、固有名詞の読み方でひどいものが多く、これはアイルラ

ンドではなくどこか異国の地名であろうか、外国人の名前であろうかと、楽しま

せてくれる迷訳が多い。特に古代、中世のアイルランド語の読みに至ってはひど

いものである。その点、この本は安心して読めた。

また、75ページにわたる注、25ページの参考文献が巻末にあって、筆者の学識

を示すばかりでなく、初期アイルランド教会についてのまたとないガイ ドブック

となっている。注については、紙数のこともあったのであろうが、第 1部の初めと

第5部の終わりがもう少し詳しいものであれば、さらに充実したガイドブックにな

ったのではないかと思う。現代のアイルランドの宗教のあり方を考えるとき、盛

さんの研究領域から約9∞年が経過して、その間に数々の事件が起きてきた。しか

し、初期キリスト教時代にキリス ト教がアイルランドの社会、文化に与えたさま

ざまな影響はその基礎になっている。盛さんの研究が、今後も直接、間接に現代

のアイルランドの文学研究のガイドになっていただけるよう期待する次第である。
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日本イェイツ協会第27回大会プログラム

日時:1991年 10月 5日 (土 )06日 (日 )

会場 :愛知淑徳大学附属飛騨林間学舎「淑友館」

〒509‐ 31岐阜県益田郡小坂町大字小坂字丸山 18番の8

高山線「飛騨小坂」駅下車すぐ。電話057662-3666

第 1日 :10月 5日 (土)

9:∞■0:∞	 受付

10:∞■0:30	 挨拶									 日本イェイツ協会会長 大貫	三郎氏

アイルランド大使 James	Ao	Sharkey氏

愛知淑徳大学学長 小林	素文氏

10:30‐ 12:00	 研究発表															 司会:風呂本武敏氏

イェイツとユングー 文学と心理学の接点							 渡辺	淳子氏

イェイツの娘一 ジェニファー・ジョンス トンの場合			 三神	弘子氏

12:∞■3:∞ 	 昼食・総会

13:30‐ 14:Ю 	PoctFy	Reading	by	Mr.Michael	Longley		 司会:虎岩	正純氏

14:40-17:∞ 	 シンポジウム《 sh	Poets	after	Yeats》 構成・司会:清水	重夫氏

Austin	Clarke															山田	正章氏

Pa ck	kNanagh														 松村	賢一氏

Thomas	Kinsena														清水	重夫氏

John	Montague															谷川	 冬二氏

18:30				 懇親会	(会場は「桃原館」)

第2日 :10月 6日 (日 )

10:00‐ 13:∝)シ ンポジウム《イェイツ劇のクフーリン像》

構成・司会 平田		 康氏

内藤	史郎氏

藤本	黎時氏

松田	誠思氏

日本イェイツ協会事務局

〒lω 東京都新宿区戸山1‐24‐ 1

早稲田大学文学部虎岩研究室内
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アイルランド文学書誌 91・ 1-12

W.B.イ ェイツ

伊藤	宏見

W.B.イ ェイツに於ける「存在の統一」Unけ of	Bcingについて-3-

東洋大学紀要教養課程篇Ю	P226-207															'91

小堀	隆司

イェイツ「自我と魂の対話」

城西人文研究 19(1)"6-80																			'91・ 7

杉山寿美子

モー ド・ゴンとく林檎の花>

メ薔吾旱辱年 137(8)P386-392																												'91011

成 	 恵卿

イェイツと能― 	「憑霊」の ドラマ

比較文学研究57P187-205																			'∞ 06

内藤	史郎

イェイツの往相と還相一 く終末>と く空 >

大谷学報 70(1)P17-33																						"Ю ・12

藤田	 佳也

W.B.Ycaも の “Among	School	Childrcn''に 関 す る一 考 察

北海道英語英文学 36P35-43																				'91

渡辺	 福美

く詩作の過程 >についての覚え書き一 W.B.イ ェイツを中心として-2-

英語英米文学 31P45-59																				'91・ 2

J.ス ウィフ ト

金		 イ中基

ユー トピアンとしてのジャナサン・スウィフトー下―

四国学院大学論集76P43-74

服部 典之

ガリバーの肉体

和歌山大学教育学部紀要人文科学35P85-102

91・ 3

82

'86



三浦	 謙

スウィフトの生涯-14-1732年 1月 のゲイの書簡から、ダプリンに聖パ トリッ

ク病院設立を計画するまで(1732-1735)

中京大学教養論叢31(3)P829-847																	'90
三浦		 謙

スウィフトの生涯-15-「軍団(レギオーン)ク ラブ」執筆から最後の遺書作成

まで(1736-17Ю )

中京大学教養論叢31(4)P1623-1642																	'91
三浦		 謙

スウィフトの生涯-16完 -1740年 7月 のスウィフトの書簡から1745年 のスウ

ィス トの死まで

中京大学教養論叢32(1)P129-141																		'91
和田	敏英

スウィス トのロンドン詩2篇 ― 	「朝の情景」と「都の俄雨の情景」を中心に

山口大学文学会誌41P125-154																	'"■ 2

K●i	Watanabc

Jonathan	Swi■ in	Cュlb	Strect

甲南大学紀要 文学編 77	Pl-16																		'90

渡辺	 孔二

スウィス ト「桶物語」のソースをめぐって

英語青年 137(8)P378-382																			'91・ 11

0。	ワイル ド

前川	祐一

イギリスの「デガダンス」-14-オスカー・ヮイル ドー承前一

英語青年 137(2)P92-94

前川	祐一

イギリスの「デガダンス」-15-オスカー・ヮイル ドー承前一

英語青年 137(3)P148-150

前川	 祐一

イギ リスの「デガダンス」 -16-ォ スカー・ ヮイル ドー承前 一

英語青年 137(4)P195-197

'9105

'91・ 6
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J.M.シ ング

若松美智子

「谷間の蔭」とシングの劇場の詩の方法[英文]

東京農業大学一般教育学術集報21P34-47

J.ジ ョイス

道木	一弘

アイルランド・ナショナリズムとJoyceの芸術理論

外国語研究27																									'91・ 6

林	なおみ

初期のJoyccにおける母性の不在

園田学園女子大学論文集25																				'9101
谷内田浩正

テクス トの経済学――「若い芸術家の肖像」における言語と資本の論理

桐朋学園大学研究紀要 17																						'91
柳瀬	 尚紀

正気の沙っ汰次第一―「フィネガンズ・ウェイク」翻訳ノー ト

新潮88(11)																										'91011
結城	英雄

『ユリシーズ』第15挿話の問題点

明治大学教養論集 2鉾																								'91
吉岡 文夫

Paralysed	Between“ Home!''and“ Come!''一 “Eveline"in	Jaines	Joyce's	Dubliners

岡山大学文学部紀要 15																						'91・ 7

和田	桂子

ジョイスとデュジャルダン

大阪学院大学外国語論集 16																				'86012
和田	桂子

小林秀雄のジョイス感 -1-「内的独自」への懐疑

大阪学院大学外国語論集 17																				'87・ 3

和田桂子

小林秀雄のジョイス感-2-「意識の流れ」と自意識の問題

大阪学院大学外国語論集 18																				'88・ 3
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和田	 桂子

小林秀雄のジョイス感 -3-「作家の顔」について

大阪学院大学外国語論集 19

和田	 桂子

小林秀雄のジョイス感 -4-精神分析との関わり

大阪学院大学外国語論集
"

'8903

'9003

L.ハー ン

池田	雅之

ハーンの再話文学(小泉八雲と日本文化)

小泉八雲(ラ フカディオ0ハーン)と 日本く特集>

国文学解釈と鑑賞 56(11)P47-57																'91・ 11

池田美紀子

大学講師としてのハーンー 西洋文学の紹介者(小泉八雲と日本人)

小泉八雲(ラ フカディオ0ハーン)と 日本く特集>

国文学解釈と鑑賞 56(11)P88-95																'91・ 11

梶谷	泰之

ハーンと日本の風土(小泉八雲と日本文化)

小泉八雲(ラ フカディオ・ハーン)と 日本く特集>

国文学解釈と鑑賞 56(11)P38-46																'91・11

勝部 真長

ハーンとキリス ト教(小泉八雲と宗教)

小泉八雲(ラ フカディオ・ハーン)と 日本く特集>

国文学解釈と鑑賞 56(11)P96-1∞ 															'91・ 11

河島	弘美

小泉八雲(ラ フカディオ・ハーン)研究の軌跡一 昭和50年以降(研究のための

手引き)

小泉八雲(ラ フカディオ・ハーン)と 日本く特集>

国文学解釈と鑑賞 56(11)P143-149															'91011

木村	 東吉

松江時代の小泉八雲(小泉八雲と日本文化)

小泉八雲(ラ フカディオ・ハーン)と 日本く特集>

国文学解釈と鑑賞 56(11)P58-65																'91・ 11
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小泉		 時

妻節子(セ ツ)と子供たち(小泉八雲と日本人)

小泉八雲(ラ フカディオ・ハーン)と 日本く特集>

国文学解釈と鑑賞 56(11)%6-72																'91011
銭本	健二

小泉八雲参考文献目録-1975年から1991年まで(研究のための手引き)

小泉八雲(ラ フカディオ・ハーン)と 日本く特集>

国文学解釈と鑑賞 56(11)P150-156															'91011

竹内	信夫

ハーン「ニルヴァーナ」について(小泉八雲と宗教)

小泉八雲(ラ フカディオ・ハーン)と 日本く特集>

国文学解釈と鑑賞 56(11)P101-109															'91ell
遠田		 勝

「神仏の国日本」を愛したハーンー 2つの漂流謂が語るもの(小泉八雲と日本

文化)

小泉八雲(ラ フカディオ・ハーン)と 日本く特集>

国文学解釈と鑑賞 56(11)PЮ -37																'91・ 11

遠田		 勝

小泉八雲と神々一 大津事件を中心に(小泉八雲と宗教)

小泉八雲(ラ フカディオ・ハーン)と 日本く特集>

国文学解釈と鑑賞 56(11)P129-134															'91・ 11

豊田	政子

ラフカディオ・ヘルンと日本文化-5-「京都紀行」から

東洋大学紀要	教養課程篇 30P206-193														'91
西村	六郎

特派員としてのハーンー 来日の事情とその成果

小泉八雲(ラ フカディオ・ハーン)と 日本く特集>

国文学解釈と鑑賞 56(11)P"-29																'91011
布村		 弘

学生から見た外人教師ハーン(小泉八雲と日本人)

小泉八雲(ラ フカディオ・ハーン)と 日本く特集>

国文学解釈と鑑賞 56(11)"3-80																'91011
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萩原	順子

ラフカディオ・ハーンとレオナ・ケイロウセ

上ヒ朝むた学 33P61-77																																		'90

速川	和男

日本の作家たちとの出会い(小泉八雲と日本人)

小泉八雲(ラ フカディオ・ハーン)と 日本く特集>

国文学解釈と鑑賞 56(11)P81-87																'91011

林 	 雅彦

地獄絵と出会う日まで一
ハーンの日本仏教の見聞(小泉八雲と宗教)

小泉八雲(ラ フカディオ・ハーン)と 日本く特集>

国文学解釈と鑑賞 56(11)P120-128															'91・ 11

林		 雅彦

小泉八雲年譜(編 )

小泉八雲(ラ フカディオ・ハーン)と 日本く特集>

国文学解釈と鑑賞 56(11)P166-167															'91・ 11

久松	宏二

国語科教材としての八雲の作品

小泉八雲(ラ フカディオ・ハーン)と 日本く特集>

国文学解釈と鑑賞 56(11)P135-142															'91・ 11

牧野	陽子

ハーンー熊本の日々

成城大学経済研究 1lo	Pl-19																		'"・ 12

牧野 陽子

ラフカディオ・ハーンー 晩年の結実-1-

成城大学経済研究 113	Pl-13																		'9107

牧野	陽子

小泉八雲(ラ フカディオ・ハーン)の作品略解題(邦訳題、刊行年、原題、出版社、

解題(研究のための手引き)

小泉八雲(ラ フカディオ・ハーン)と 日本く特集>

国文学解釈と鑑賞 56(11)P157-165															'91・ 11
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森		 亮

小泉八雲一 人と作品

小泉八雲(ラ フカディオ・ハーン)と 日本く特集>

国文学解釈と鑑賞 56(11)P10-19															'91ell
渡		 浩一

お地蔵さんとハーンー 日本人の信仰・微笑とお地蔵さんの微笑(小泉八雲と宗

教)

小泉八雲(ラ フカディオ・ハーン)と 日本く特集 >

国文学解釈と鑑賞 56(11)Pl10-119															'91011

G.B.シ ョー

飯田	 敏博

バーナー ド・ショー研究― 	「カンディダ」暖炉の前の狂人たち

鹿児島経大論集 32(3)P43-58

清水	義和

「傷心の家」バーナー ド0シ ョーの幻想劇

愛知学院大学教養部紀要38(3)P79-94

清水	義和

「聖女ジャンヌ・ダルク」一
バーナード・ショーの神話劇

愛知学院大学教養部紀要 39(1)P29-45

'91010

'91

'91

|.マー ドック

大林	幹明

Stellは 何 処 へ 消 え た か 一
Murdochの Thc	PhHosopher's	Pupil

フェリス女学院大学文学部紀要	26P55-74
酒井	洋子

アイリス・マー ドック試論一 原初的情熱から貞潔な愛ヘ

英文学 67		P86-98

瀬良	 靖子

A	Stylistic	Study	of	l s	Murdoch's	Fiction― S‖ence	and	Darkness

人文論集(神戸商科大学学術研究会)27(1)p17-43

につ いて

'9103

'91

'9108
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宮下	正幸

マードックの「イタリアの女」

東京家政学院大学紀要	31(4)P221-225 '9107

S,ヒーニー

橋本	槙矩

シェイマス・ヒーニーのシビラントースウィーニーとはだれか

学習院大学文学部研究年報 37P59-88 90

L.ス ターン

伊藤 	 誓

「 トリストラム0シ ャンディ」受容史-2-第 102巻 (17ω 年)の衝撃と波紋

-2-

大妻女子大学紀要 文系 23	Pl-7																	'9103

伊藤 	 誓

自由精神のための2つの書一 スターンとデイドロ

英文学研究(日本英文学会)68(1)P15-26													'91・ 9

能美	龍雄

「 トリストラム0シ ャンディ」を読むために― OEDにおける「 トリストラム・

シャンディ」よりの引用語リスト

島根大学法文学部紀要	文学科編 14(2)P695-712									'90・ 12

能美	龍雄

「センチメンタル・ジャーニー」を読むために一 〇EDにおける「センチメンタ

・ジャーニー」よりの引用語

島根大学法文学部紀要	文学科編 15(2)P825-867									'91・ 7

能美	龍雄

スターンの道化服

島根大学法文学部紀要	文学科編 13	Pl-13												'9107
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The Daughters of 'Father' Yeats

- On Jennifer Johnston's How Many Miles to Babylon? -

IIiroko	Mikanli

In her novel How Many Miles to Babylon? Johnston quotes lines from the poetry

of W.B.Yeats on three separate occasions. What is more, the poet's name itself

("Mr.Yeats") occurs in conjunction with two of these three examples. The use of his

name, together with the quotations, offers readers an important indication of Johnston's

awareness of the world of W.B.Yeats and how she tries to decode it and weave it into

her novel. The Yeatsian myth, which consists, for example, of abundant fin-de-siecle

imagery such as roses and swans, appears constantly as an underlying motif in the

novel. Another parallel is found in Alexander Moore, who is the only son of a big

Anglo-lrish family and is killed in World War I. This is clearly reminiscent of Robert

Gregory, one of the Yeats' own heroes.

Johnston, however, describes a very ironical and mock-heroic world rather than

the truly heroic world of W.B.Yeats. She has Jerry say that Alexander's mother Alicia
used to put him in mind of Helen of Troy. There is no mistaking Johnston's allusion to

Yeats' femme fatale, Maud Gonne, his love of whom consumed him over the years that

he pursued her. It is Alicia who sends Alexander to the battlefield and thus, albeit

indirectly, brings about his death. Johnston's tangled imagery of a mother's clinging to
her son is repeated over and over again and succeeds in illustrating how a beautiful

woman can become an all-consuming mother. By using this perverted imagery of
Maud Gonne, Johnston tries to make sense of what was happening both in Ireland and

on the battlefields of Europe at the time. She does this from her particular viewpoint as

a woman writer and, in a manner that is both humorous and moving, attempts to turn

Yeats' rather over-romanticised heroic world upside down.
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Austin Clarke and Yeats

Masaaki Yamada

So great a presence as that of Yeats in Irish poetry can make a damaging effect on

the creativity of the poets after him. Overwhelmed by the heavy reverberations of

Yeats's, a minor talent seems easy to lose an individual poetic voice. If not minor,

every Irish poet after Yeats seem forced to concentrate his mind, not on the effort to

attain a valid poetic voice of his own, but on the struggle to rise above the Yeatsian

standard. That was unfortunately the meaning of the legacy of Yeats in Irish poetry.

Austin Clarke, at his earliest career, made an effort to evade the 'twilight mode'

of Yeats, believing the muted music and delicate colour of the 'twilight' were from the

fin de sidck movement. In so doing, he investigated deep into the Irish myth and

established a valid poetic voice as distinct from Yeats's. After establishing his own

voice, he tumed his eyes to the medieval Ireland, which Yeats and his coterie never

paid their regard to, and testified that 'a racial conscience' of Irish people could be

detected, not in the Yeatsian Irish myth, but in the lreland of the medival times. All
this development of his earlier poetry indicates that he was assessing his work always

against Yeats's; that is, all through his earlier career his mind was 'bound' by the

legacy of Yeats.

L,ate in 1968, Clarke avowed that he was 'unbound' by the presence of Yeats.

Strangely enough, it was after he got 'unbound' that his poems gave an impression of
his presence. Though he tried hard to efface the Yeatsian influences in the earlier

stage, his later poems seem to develop toward the way Yeats used to run. The great

stage of his last career bears witness to the fact that he could get 'unbound' from the

mind which was 'bound' by the presence of Yeats.
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A Poet in the Rough Field: John Montague

Fuyuji Tanigawa

Reading John Montague can be a necessary introduction to modem Irish poetry,
which is too often skipped between W. B. Yeats and Seamus Heaney.

Montague was born as the third son of an exiled Irish republican and his wife in
New York in 1929. When he was four, he was sent back to his father's home town,
Garbh Achaidh meaning "a rough field" in English, in Co. Tyrone in Ulster. Ever
since he had always felt estranged in the deserted Catholic North. Just after the end of
the Second World War he studied in Univenity College, Dublin in the South. He
couldn't understand the "ins and outs" there, either. Then he got the chance to study in
America and found peace there at last among cosmopolitans. He, however, decided to
go back to Ireland, and started his career as a joumalist and translator.

The Rough Field is his fifth collection of poetry, and his central work, revealing
what his true genius is. It consists of epically re-disposed lyrics. Here problems of
Ulster, his chosen home, are looked at backwards historically. Its rhetoric is very
strong, being based on his family's private stories as its foreground, the history of
Catholics in Ulster as its background, and tribal symbols- the name of O'Neill and so

on.

But The Rough Field might be slightly too agitating, contrary to Montague's
subtle mind which articulates uneasiness in concentrated lines. It, however, would be

unjust if we should regard this chasm between a tribal poet and a private self as a
weakness of mind. Perhaps it is a sign of his positive will to be interrelated with
unfavorable conditions and at the same time a sign of a poet's difficulties in keeping
himself both public and private under factional impositions in Ireland from the days of
Yeats to those of Heaney.
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The Cuchulain Image in The Death of Cuchulain

Reiji Fujimoto

The Death of Cuchulain, Yeats' last play, was written in October, 1938, the last

yearof his life, based upon the story in tady Gregory's Cuchulainof Muirthenne.

Then it may be presumed that Yeats identified himself with the hero as his mask. But

such an ingenuous reading will not elucidate his hidden design in the play, though the

irascible Old Man in the prologue may well be reckoned to be a caricature of
playwright Yeats who assumes the mask of "A Wild Old Wicked Man." The Death of
Cuchulain is, before everything else, the last and the perfection of the five Cuchulain

plays.

In the opening scene, a dialogue between Cuchulain and Eithne Ingube, Eithne

lies, claiming to have instructions for Cuchulain from his wife, Emer, and urging him

into the battle that will bring his death. Having an insight into the real situation,

however, Cuchulain is wise enough to know that Emer is only trying to keep him from

the battle and save him. Nevertheless his determination to go into the losing battle is

unshakable. Now Cuchulain is no longer "monstrous" and godlike, but he is a mortal

man, and he must move toward his heroic death.

When Cuchulain, bearing six wounds, tries to tie himself to a pillar-stone vith his

belt, then Aoife appears to claim her vengeance. She asks how her son fighted and he

assures her that her son was killed, fighting bravely and stately' From their

conversation, it is clear that Aoife's determination to kill Cuchulain and avenge the

death of her son springs from a mixture of love and hate.

Their conversation is then intemrpted by the appearance of a Blind Man, who was

a witness when Cuchulain killed his son in On Baile's Srrand. Cuchulain regards the

Blind Man as a seer who has good sense, which has a double meaning that, blind as he

is, he has a sharp sense as an animal's and that he has a sensible judgement as a wise

man. Now he gropes for Cuchulain's body to sever his head for a reward of twelve

pennies. Though ironically Cuchulain admits twelve pennies provide a rightful reason

for murder, a reward of twelve pennies is very symbolic; it suggests that the heroes'
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age elapsed and their achievements are now as worthless as a reward of twelve pennies.

On the last setting, which suggests modem lreland, the last characters are the three

musicians in ragged street-singers' clothes, and one of them, a street singer, sings the

harlot song of Cuchulain as a legendary hero.

Cuchulain who was immortal as a hero in the legend, died as a mortal with a
mixed feeling of love and hate, and now he is a symbol for rebellion in 1916. In a letter

to Dorothy Wellesley, Yeats wrote, "Cuchulain seemed to me a heroic figure because

he was creative joy separated from fear." Fbr Yeats Cuchulain is a symbol of heroism

and heroic performance, and in all ages he has been a national hero, who redeems a

patriotic spirit and ethos for the Irish People.

As Padraic H. Pearse said, "We must re-create and perpetuate in Ireland the

knightly tradition of Cuchulain, 'better is short life with honour than long life with
dishonour'," so the Easter heroes consecrated their lives in their tums to their country,

and then they inherited the glorious tradition of the Irish people which traces back to

the indomitable legendary hero. Cuchulain in The Death of Cuchulain is then a

legendary hero who, paying no regard to victory or defeat, dies a romantic death, vhich
is the accomplishment of his heroic deeds, just as the Easter heroes did, transcending
political and worldly calculations.
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Synchronicity in Yeats's Cuchulain Plays,
and his Mask-Transformation

- Referring to the Comparison between Cuchulain anC an Ainu Epic Hero-

Shiro	Naito

In Yeats's Cuchulain plays the figure of this hero,that is, one of his masks, is

transformed into a synchronic one. In my opinion this transformation means the change

of his extemal mask to his internal one. We find a good deal of synchronicity in

Yeats's Cuchulain, while finding a great deal of diachronicity in t ady Gregory's story

of Cuchulain of Muirthemne. This difference of the figure of Cuchulain between his

plays and her story is an important one of the causes of the transformation of his

Cuchulain.

This transformation, I think, derives mainly from that influence of Daisetz

Suzuki's Zen thought described in my book Yeats and. Zen.However, the germ of that

transformation can be traced back to the passage from Lady Gregory's story of

Cuchulain of Muirthemne, Chapter XX: "But he that will not show respect for the

small, though he is great, he will get no respect himself."

In the process of my pursuit of the transformation of Cuchulain, I find that certain

similarity between the Celtic and the Ainu epical heroes, Cuchulain and Ponyaunpe,

which suggests the presence of the same structure in those mythic heroes as

Levi-Strauss shows in his book. Such a similarity between Celtic and Ainu races is

shown referring to the same blood-and-flame image of the magic spear as Cuchulain's

Gae Bulg and Ponyaunpe's "Sune-ippe-op" have, very much as referring to the same

correspondence of sound described in my book Yeats's Epiphany as Celtic and Ainu

languages have.

References: Lady Gregory, Cuchulain of Muirthenne (Colin Smythe,l9TO). I
S.Naito, Yeats and Zen (Kyoto: Yamaguchi, 1983). / lrvi-Strauss, Anthropologie

structurale (Paris: Presses Pocket, 1958). / S.Naito, Yeats's Epiphany (Kyoto:

Yamaguchi, 1990).
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THE	YEATS	SOCIETY	OF	JAPAN

CONSTITUT10N

l. The Society is to be called TIIE YEATS SOCIETY OF JAPAN.
2. It has as its object the promotion of Yeats studies in Japan by means

of:
a. lecture meetings;
b. contact and co-operation with similar societies abroad, in particular

with the senior society at Sligo;
c. publication of a Society bulletin and of members' work on Yeats;
d. other activities.

3. The Society consists of President, Committee and Members.
4. The President is to be elected by the Committee.
5. The Committee is to be elected by the Members.
6. Both President and Committee hold office for two years, but may

offer themselves for re-election.
7. Membership fee is 4,000 yen per year.
8. Membership of the Society requires written application and payment

of the stated fee.
9. Expenses of the Society are to be defrayed from membership fees,

donations, etc.
10. A General Meeting is to be held annually to discuss all matters pertain-

ing to the Society.
I l. Any addition to, or amendment of, this Constitution will require the

sanction of the Annual General Meeting.
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